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初めに
対聯は「極聯」、あるいは「対子」ともよばれ、 二句で一組の文句を、門の両側や家屋
の内壁外壁などに書いたり、紙に書いて貼ったりしたものである。二句は、同一字数で、
相対する漢字の内容、文法、音声などみな相応し、 美しく整っていなければならない。対
聯は中国の伝統的な文学形式であるが、現代でも広く行われている。唐詩、宋詞などに比
して、格式がそれほど厳密でないので、大衆化が進んだ。対聯は家ごとに異なり、場合に
よっては状況に応じる対聯を貼り付ける。対聯を貼ることは中国の伝統的風俗となってい
る。対聯は生まれて以来、千年以上にわたり伝えられてきた。日常生活に、対聯の姿はい
つも見られる。春節に「春聯」を貼り、結婚式で「喜聯」を貼り、亡くなった人の追悼会
で「挽聯」を貼り、景勝地で「勝跡聯」が掲げられる。対聯の種類は多く、目的・掲示す
る場所・時間・表現技法などによって色々な分類方法があるが、使用する目的により、 「春
聯」 ・「喜聯」 ・「寿聯」 ・「挽聯」 ・「勝跡聯」と分けるのが一般的である。
人々の日常生活のなかでも対聯に関する書物は多く見かける。町の本屋に寄れば、 『実
用対聯00副』 『00古今対聯選』 『中国対聯鑑賞』など、実用的な対聯集や対聯鑑賞を
内容とする本がいつでも書棚に並んでいる。また、ちょっとした旅行の折など、車中の時
間潰しに駅のニューススタンドで手に取る『対聯・民間対聯故事』誌など、故事類の雑誌
は、旅行者にも見慣れたものである。対聯に関する実用的、読み物的な書物は少なくない
が、それに比して学術的な研究は、決して多いとはいえない状況が続いている。
j青の道光年間に至って、対聯専門書の晴矢をなす梁章矩lの『極聯叢話』が刊行され、後
世の対聯研究に深い影響を与えた。 『櫨聯叢話』は、後人の所謂「聯話」の形式で、対聯
故事や作者の逸話を述べ、対聯作品の優劣を評論し、聯話の研究の端緒を開いた。この形
式はその後の対聯研究において、主流をなすスタイルとなり、新中国成立前後の時期まで
続いた。 1948年、 『論語』誌に発表された陳子展2の「談到聯語文皐」は、それまでの研究
スタイルと違って、現代的方法で対聯を研究し、対聯研究の新たな局面を打開するものと
なった。この論文は、 「聯語と文学」、 「聯語の起源と発展」、 「対聯の作り方」の三つ
の部分からなる。 1949年以降の対聯研究は、陳子展の論文中の三つの軸を中心として進め
られた。 3八0年代になり、改革開放期を迎えた中国で、対聯文化の「復興」にむけた様々
な動きが広がった。対聯の研究と普及をめざす組織として中国櫨聯学会が 1984年に北京で
設立され、 『対聯』誌、 『中国櫨聯報』など対聯の定期刊行物が続々創刊した。北京大学
の谷向陽教授をはじめとする対聯研究者たちは、様々な対聯に関する著作を世に問い、対
聯研究を推進した。しかし、研究の方法・内容においては、革新的な方向性はなかなか見
られないのが実情で、あった。そんななかで、 2011年に刊行された楊大方『対聯論一文化語
l梁章鈍：(1775”1849）：字は間中、直林、号は直隣、福建省福州の出身、晩年は大量の詩文を創作した。特
に対聯の創作や研究に顕著な成果がある。代表作品は『撤聯叢話』など。
2陳子展：（1898 1990）中国の文学史家、雑文家。原名は情望。復E大学中文学部の主任を担当した。代
表作は《楚辞解題》《唐宋文学史》など。
3楊大方《対聯論一文化語言学視野下的研究》中央民族大学出版社，2011,p.12
言学視野下的研究』は、対聯を語言文化的事象として捉え、新たな学術の潮流のなかで対
聯研究の展開を目指している。それは対聯研究に新たな角度を提供したといえる。しかし、
記号学、人類学、民俗学、受容美学などの現代的な諸科学との聞に、横断的な成果を生む
ような対聯研究の著作は、依然乏しい状況にあることに変わりない。対聯研究に埋められ
るべき空白はなお多いというべきであろう。
対聯は漢文化の結晶であるが、漢族に特有のものではない。中国の 55の少数民族の内、
多くの少数民族は対聯を好む。白族はその代表であろう。かつてより、成都の武侯洞の「能
攻心」聯の著者の超藩を代表とする白族の対聯作家を輩出した。白族は漢文化の受容性が
高い民族として、伝統的対聯文化を吸収し、自らの特色に富む対聯文化を形成してきた。
特に、雲南省の大理白族自治州の剣川県は、中国で白族の人口比率が最も高い地方であり、
白族の対聯文化が十分に花開いた地である。
また、発生的にみて対聯と門神画は同源であるが、時代の発展につれて、両者は分離し
てそれぞれの発展を遂げた。この両者を一体としてとらえ総合的に研究されることは従来
あまりなかった。しかし、白族地区の剣川県金華鎮では、対聯と門神画は密接な関係を持
ち、多くは複合的なユニットとして掲げられる。この対聯と門神画の組合せはお互いにど
ういう関係を持つのだ、ろうか。この現象の内で、作者と作品と読者との聞をどのようなコ
ミュニケーションの回路が張りめぐられているのか、更にこの現象を生ずる原因としてど
のようなことが考えられるのか。
中国のなかでの地域的な差異に着目した対聯の研究は、これまで目立った成果を上げて
こなかったが、本論文は剣川県の県政府所在地である金華鎮を対象地域として、白族地区
の多種の対聯の状況を、現地調査の結果を基本に据えて記述する。また、金華鎮に特異的
にみられる、文字テキストと絵画の複合的な形態を取りあげるなかから、作者と作品と読
者の関係を考察し、金華鎮特有の対聯現象を解明しようと思う。本論文を通して、白族地
区における対聯の受容状況や白族の対聯文化の特徴が窺えると思う。
第一章雲南・貧IJJ1の対聯
1.対聯と雲南省
1-1対聯の歴史と発展
対聯の芽生えは、古代の門神「i孫」、 「露轟」の伝説に由来すると考えられている。
先秦時代から、桃の木は悪鬼を払う伝説があったが、後漢初年の王充の『論衡・訂鬼』中
に『山海経』 （逸文）のこんな内容を引用する。 「j倉海の中に度朔山がある。度朔山の上
に大桃木がある。大桃木の枝が茂り、三千里に蔓延る。其の枝問の東北を鬼門といい、万
鬼の出入する所である。鬼門には二人の神人がいる。それぞれ神茶と欝塁という。二人の
神人は万鬼を閲領し、悪事をはたらく鬼を荒縄で捕まえて虎に食べさせる。これより黄帝
は礼を作って特定の時に行い、大桃人を立て、門に神茶、欝塾と虎の像を描いて葦の荒縄
2 
を掛ける。これより凶悪の物の怪を防く吋。」 「神茶j、 「欝墨」を魔除けの符号とする
ことはここに由来する。後の『後漢書』 『風俗通』などに類似の記載が見られる。
漢代以降、 「神茶」、 「欝量」の呪符としての形態は、新たな方面に分化発展していく。
図像として描くとしづ在来の習慣が続く一方で、災い転じて福となすことを主題とする文
字が桃木板の上に書かれるようになった。 『准南子・詮言訓』の後漢・許慎による注には、
「今人は直径が一寸ばかり、長さが七・八寸の桃の枝を、半分に割いて、災い転じて福と
なす言葉を書いて、これを元日に門の左右に釘付ける5。」と記す。つまり、 「神茶」、 「欝
墨」の図像以外に、文字も桃の木に書かれ、その文字は次第に二句の対偶の詩句となった。
しかし、ここまでの「神茶J、 「欝墨」起源の呪符は、桃の木に文字を書いたり、画像を
描いたりしたものが、 「桃人」 「桃梗」などと呼ばれていた。
惰代・杜公謄は『荊楚歳時記』に注釈を付し、そのなかで「桃人」を飾る習俗に関して、
「『荘子』によれば、鶏を戸に掛けて、その上に荒縄を掲げ、桃符をそばに差し込むと、
百鬼はそれを恐れる6。」と説明する。それまでの「桃人」 「桃梗」に新たな名前が与えら
れ「桃符」が登場する。以後この名称を踏襲しながら、桃符を飾る習慣が続く。
では、歴史上に「対聯」はいつから始まるだろうか。この問題に関する説は多いが、 「玉
代説」が主流である。
『宋史・萄世家』には、後萄の皇帝量追う（934965）は「毎年除タに学士に詞を作らせ、桃
符と題し、寝室の門の左右にかけさせた。後に題させた詞が気に入らず、自ら『新年は前
年の喜びを受け継ぎ、嘉節を長春と呼ぶ』と題した……」としづ記載がある7。対聯研究の
始祖である梁章鉦Bはそれが最初の対聯と指摘している9a
宋元時期（960-1368）には、宋詞・元曲の発展と共に、対聯も発展し、特に後に「春聯」
と呼ばれることになる新春の門前護符の習俗が民間に広がった。当時の春聯は「春帖子」
と呼ばれ、春聯を書くことは「題桃符」と呼ばれていた。北宋詩人の王安石の 「元日」は
春聯が民間で盛んになる状況を表現した。 「爆竹の声中一歳除き、春風暖を送って屠蘇
4 《論衡 ・訂鬼》：“j倉海之中，有度朔之山。上有大桃木，其去矯三千里，其枝聞東北日鬼門，寓鬼所出
入也，上有二神人，一日神茶， 一日欝塁，主閲領寓鬼。悪害之鬼，執以葦索，而以虎食。於是黄帝乃作種
以時駆之，立大桃人，門戸董神茶、穆量奥虎，懸葦索以禦凶魅。” ［東漢］王充《論衡》上海人民出版
キ土， 1974,p. 244 245 
5《准南子 ・詮言訓》許慎注：“今人以桃梗径寸許，長七八寸，中分之。書祈福穣災之辞，歳E描於門左右地
而釘之。”谷向陽《中国橡聯学概論》昆喬出版社，2007,p.37 
6杜公膳（不詳） 《荊楚歳時記注》： “按荘周云 有掛難於戸，懸葦索於其上，描桃符於実，百鬼畏之。”
谷向陽《中国極聯学概論》昆矯出版社，2007,p.37 
7《宋史・昌世家》：“孟犯毎歳除，命学士アョ調，題桃符，置寝門左右。” 《宋史》巻四百七十九（第二十
冊）珍倣宋版印，台湾中華喜局刊， 1966
8梁章鉦（17751849）：字は闘中、直林、号は直隣、福建省福州の出身、晩年は大量の詩文を創作した。特
に対聯の創作や研究に顕著な成果がある。代表作品は『極聯叢話』など。
9梁章童巨《極聯叢話・巻一》：嘗聞紀文達師言 ：櫨帖始於桃符，萄孟剥“齢慶” “長春”一聯最古。但宋以
来，春帖子多用絶句，其必以針語，朱筆書之者，員IJ不知始於何時也。按《萄梼杭》云 萄未蹄宋之前，一
年歳除日，頑令皐士辛寅遜題桃符版於寝門，以其詞非工，自命筆雲：“新年納齢慶；嘉節続長春。”後萄
平，朝廷以目録慶知成都，而長春乃太祖誕節名也。此在嘗時為語識，賞後来橡帖之権輿。但未知其前尚有
可考否耳。襲聯書編《聯話叢編》（第一冊）江西人民出版社，2000,p. 305 
3 
に入る。千円万戸瞳瞳たる日、総て新桃を把って旧符に換う。10」 「千円万戸」の語からは
当時の桃符の民間での広汎な普及が窺える。
宋・元代の問の約 400年を経た対聯は、 明代にさらに繁栄した。特に、初代皇帝の朱元
嘩は対聯に興味を持ち、対聯の庶民化に力を尽くした。1青・陳雲轄の『箸雲楼雑説』は、
春聯の創設は、明代からであるとして、 「当時、朱元嘩は金陵を都に定め、大晦日の夜に、
勅命を下した。 『官吏、兵士及び庶民の家は、大門に一組の春聯を張り出すこと ll』…ー 」
としづ記載がある。朱元嘩の勅命は春聯の広がりを直接に推し進めた。
清代は対聯の全盛期を迎え、対聯史上のひとつの頂点を極める盛況となった。郭崇の『燕
京歳時記』には、「文人墨客が、市障の軒下において春聯を写書し、潤筆料を得んと図る。」
12という記載がある。対聯は商品として市場での商売が出現し、庶民化された。清代の対聯
は、用途による品目が完備し、特に文字数の多い長大な対聯「長聯」が大量に現れた。ま
た、清代の中期の梁章鉦とその息子の梁恭辰13は『櫨聯叢話』『櫨聯績話』『櫨聯三話』『極
聯四話』『巧封録』などを著作し、対聯作品の収集の上に対聯の格律14や用字の審美性を研
究し、分析し、 「聯話」のジャンルに先鞭をつけた。
アヘン戦争から新中国成立までの約 100年間は、戦争の影響で、騒乱の時代になった。こ
の時代の対聯は政治性に富んでいた。士気を奮い立たせたり、犠牲者を追悼したりするこ
となどにおいて、対聯は重要な役割を果たした。
新中国成立後、対聯は平和な時代に都市建設と共に復興されている。1984年中国櫨聯学
会が北京で設立して以来、全国にわたって 26の省・自治区・直轄市や 1000の地域で櫨聯
の研究と普及をめざす組織が設立された。しかし近年以来、外来文化の衝撃を受け、対聯
は京劇などの中国伝統芸術と同じく、民衆の興味が減退する趨勢が見られる。対聯の数は
増えても芸術的な水準は下がっているかに見える。さらに、対聯の姿は多くの都市の街角
の光景から急速に消滅しつつある。
しかし幸いなことに、国土の広い中国のたくさんの地域では、対聯は強い生命力をもっ
てなお盛んに行われ、更に地元の文化と融合し、地域の特色ある対聯文化が形成されてき
た。中国の西南辺境に位置する雲南省大理白族自治酬の剣川県はその典型である。
1 2雲南省の概況
てん
雲南省は中国の最も西南の方向に位置する省で、略称は「濃」省都は昆明である。面積
は日本とほぼ同じ、 39.4平方キロメートルである。雲南省の北は四川省と隣接し、東は貴
州省・広西省と隣り合い、中国の内地と繋がる。西北はチベット自治省があり、西部から
南部にかけては東南アジアのミャンマー・ラオス・ベトナムと接する。雲南省の地理環境
JO王安石「元日」 ：爆竹声中一歳除，春風送暖入屠蘇。千円万戸瞳瞳日，総把新桃換旧符。王安石《王安
石詩文選注》広東人民出版社， 1974,p. 280 
II梁章鎧 《橡聯叢話・巻一》： 『箸雲楼雑説』：春聯之設，自明太祖始。帝都金陵，除タ忽停旨，公卿士庶門上
須加春聯一副。襲聯書繍《聯話叢繍》（第一冊），江西人民出版社，2000,p.310 
12 ［清］郭崇著、小野勝年訳 『燕京歳時記』東洋文庫83，平凡社， 1976,p.229 
13梁恭辰（1814-?) ：梁章鋸の三番目の息子。 『勘戒四録』」 『池上草堂筆記』などを著した。
14格律：字数・句数・平灰・押韻・対句といった形式や韻律のこと。
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は非常に複雑である。大体以下の三つのゾーンに分けられる。損東と模中は雲貴高原の西
部範囲、地勢は波型に起伏する。模南は中南半島（インドシナ半島）の北部の境界部分をな
し、中低の山岳地帯と山間盆地からなる地形である。損西は横断山脈の南端にあり、高察
貢山、怒山、雲嶺などの山脈が南北に横たわれる。主な地形となる山地は全省の面積の 84%
を占め、高原と盆地はそれぞれ 10%と6%である。
雲南省全体の地勢は西北から東南に傾く。全省の海抜の差が大きく、最高点は徳欽県の
梅里雪山のカワカブ峰、 6740メートルの標高がある。最低点は紅河流域のベトナム国境河
口市に有り、 76.4メートルの標高で、ある。河は地勢に沿って扇形に東・南・東南方向に流
くー ズ
れる。起伏の地形によって山聞に点在する小さい盆地一「犠子」がたくさん形成される。積
子ごとに独立した生活圏と地域社会を作る。
複雑な地理環境によって、多様性な気候がある。主にインド洋季節風と太平洋季節風の
影響を受け、年間温度差が小さくて日間温度差が大きい。雨季と乾季ははっきりしている。
全般的に雨季の雨量は多いが、季節と地域による雨量の違いが大きい。また、 雲南省の高
低差が大きいことから、立体的な気候分布を示す。海抜によって、気候が変化する。この
点は、雲南省の各地の動植物の生態や人々の生活環境の差を作り出す最大要素であるl¥
雲南省は多元的な民族文化を持っている。独特な地理環境によって、雲南省は多様の文
化類型の交差点に位置する。文化圏から見ると、 雲南省は中原文化の西南辺縁、チベット
文化の東南辺縁や東南アジア文化の北部の辺縁にある。このように、周辺の文化の影響を
受ける雲南省は文化の「辺縁性」15を持っている。雲南省の面積の 94%の地方は山間部にあ
る。山間に点在する墳子は互いに隔絶し、文化の狙立性や相違性がある。また、中国は全
部で 56の民族がし、るが、雲南省では漢族を含んだ26の民族が暮らす。全省の 4000万あま
りの人口のうち、少数民族の約 1355万は三分のーを占める。各民族の歴史要素、居住の自
然環境及び社会発展程度が違い、それに各自の文化が異なるが、雲南省は多民族文化を包
摂する。各民族は独立して発展しながら、相互に影響を与えて融合する。雲南省の文化は
多様性や統一性を持っている 160 
1 3雲南省の対聯
地理環境の多様性に富んでいる雲南省は特別な地理景観や景勝地が多い。景勝地を見物
した後、聯句を書いて気持ちを表現することは昔から中国の文人墨客の習慣である。この
ような理由で、景勝地の対聯は雲南省の各地にたくさん残る。さらに雲南省の壮観な地理
景観は気宇壮大な長聯とよく似合う。雲南省で最も有名な対聯は昆明名士の孫軍翁が書い
た「大観楼長聯」と思われる。この対聯は上下聯総計 180字ある。上聯は雲南省昆明の濃
池の周りの風景を描写し、下聯は雲南省の歴史を追憶する。対句が巧みで適切、勢いに圧
倒感があり、人口に槍突しているので、 「海内第一長聯」 「天下第一長聯」と称される。
14川野明正『雲南の歴史ーアジア十字路に交錯する多民族世界』白帝社， 2013,p.17-37 
15劉小兵 《漢文化史》 云南民族出版社 1991.3 
16楊大再（編） 《中国民居建築叢書 雲南民居》中国建築工業出版社，2009,p.26-28 
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今 180文字を超える長聯はたくさんあるが、勢いや内容においては大観楼長聯と比べもの
にはならない。大観楼対聯の他、雲南省での有名な勝跡聯がたくさんあり。著名な長聯も
多数ある。文山壮族苗族自治州、｜の文山文廟聯（190字）、騰衝県の龍光台聯（206字）、通
海県海潮寺聯（116字）、見明の西山聯（80字）、鳳鳴山聯（62字）や西山飛雲閣聯（84
字）、大理白族自治州、｜の大理中和寺聯（90字）、？爾渡龍王廟聯（94字）や鶴慶雲鶴楼聯（82
字）、麗江市の玉峰寺聯 (180宇）などが有名である1¥
南詔国・大理国時期、統治者は仏教を信仰し、大量の寺院を建てた。対聯はほとんど全
国の寺院に行き渉っており。仏教は雲南省の対聯の広がりに大切な役割を果していること
が指摘できる。
更に、雲南省の対聯は多様性を持っている。雲南省には 25の少数民族が居る。その中で
多くの少数民族は対聯を自分の民族の文字と結び、つけて、独特の少数民族対聯がある。例
えば、 白族は漢字の発音を利用して白族語の対聯（白語対聯）を作る。葬族とナシ族はそ
れぞれ葬族文字とトンパ文字で、対聯を書く。
2.剣J1 
2 1貧！J川県とその沿革
剣川県は、ヒマラヤ山脈東端部に連なる中国の横断山脈の中段、 「三江併流」（怒江＝サ
ルウィン川の中国側流域・ j闘治江＝メコン川の中国側流域・金沙江＝長江上流域）の自然保
護区の南の方に位置している雲南省の西北部辺境の県である。平均海抜は2200mに達する。
大理白族自治州に属し、東は鶴慶県と隣り合い、南の方はf耳源県と隣接し、西の方や北の
方はそれぞれ雲龍県、麗江市がある。主な地形となる山地は面積の 90%を占め、盆地の面
積はわずか7%、残りの 3%は湖と河である。金華鎮（金華輔）を含む全県には6つの嵩子
がある。地勢は西北部が高く、東南部が低い。東部・中部・西部は高山山地地帯、山脈や
河谷が南北に横たわる。高山と山間の盆地・河谷が交ざって分布する。全県は山並みが起
伏し、河谷が深く、河川が交錯する地形を呈する。南温帯高原型季節風の気候で、全年低
温、年の気温差が小さくて日の気温差が顕著、年平均気温は 12.3℃である。また、海抜差
や地勢の影響で立体的な気候もある。面積は2250kn1、管轄地域は金華鎮・旬南鎮・沙渓鎮・
馬登鎮の 4つの鎮と上蘭郷・羊嶺郷・弥沙郷・象図郷 4つの郷である。剣川では、漢族・
白族・葬族・ナシ族・リス族など 15の少数民族がいる。2010年末の全国第六回人口センサ
スによると、 17.65万の全県人口の内、白族は 92%以上占め、全国で白族の人口が一番多
い県である。白族は、中国雲南省大理白族自治州を中心に住む民族で、中国国内に約 193
万人（雲南省に約 156万人）がいる。雲南省以外では、貴州省畢節地区、四川省西昌市、
湖南省桑植県、ミャンマー北部などにも分布している。現代中国の民族学では唐代の南詔
の構成民族「白蛮」の末育に位置づけられる民族集団である。白族は白族の民族語（チベ
ット・ビルマ語派の白語）を話すが、生業形態などに漢文化の影響が強い民族である。白
語は剣川県内に通用する言語であり、白族以外の民族もほとんどが白語を使用することが
17周淵龍（編） 《古今長聯輯注》湖南大主要出版社， 1999
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できる 180
地政学上の位置において、貧lj川は雲南とチベットと繋がる重要な場所であり、昔から兵
家が戦うところである。唐代には、貧lj川は南詔と吐蕃が角逐する戦場で、あった。宋代には、
剣川は大理国の北辺の重要都市であり、元代では、剣川はクピライが大理を征伐する重要
な遠征ルートとなった。
剣川｜の歴史は青銅器文明の時代から雲南省の中でも極めて古い歴史をもっ。5千年前に、
剣川の東北部にある剣湖19で、先住民は湖畔に沿って暮らし、 I耳海地域最初の緊落となった。
彼らは漁労をしたり、家畜を飼ったり、うるち米やアワなどの穀類を植えたりして山地の
農耕文化を始めた。また、彼らは青銅器の精錬方法をも身につけた。貧IJ川県の旬南鎮では
雲南省で最も古い青銅器 14点を出土した。 『貧lj川県志』によれば、前漢の頃、貧lj川は叶楠
県、益州、｜郡に属した。後漢の永昌郡、三国時代の萄漢の雲南郡に属した。唐の時代には剣
川は剣南挑道都督府に属した。南詔時代に、剣川は剣浪詔20があった。南詔国第6代目の国
王である異牟尋は貧J川節度を設置した。 「貧IJ1」とし、う地名は唐・劉粛の 『大唐新語』は
唐朝の遠征に関して 「勤石於貧IJ1」 (707年）として最初に記載される。元代に剣川県が設
立され、 「貧IJ1県Jとしづ地名が初出した。 その後州制が施行され、 1770年 （乾隆35年）
に麗江府と改められた。1913年に再び剣川｜県が設置された。1949年、新中国が成立し、 10
月 1日に剣川県に損西北行政専区を設立し、貧lj川県は撰西北行政専区に属した。12月8日
麗江行政専区を設置して剣川は麗江区に属した。1956年、貧IJ川県は改めて大理専区に属し
た。同年 11月、大理白族自治州、｜が成立し、以後剣川県は大理由族自治州の管轄下で現在に
至る210
剣川の文化教育は昔から傑出する。西南辺境に位置する剣川｜の文化教育は唐代中期（貞
元年間辺り）から始まる。明代の洪武二十三年（1390）に学宮を建てた。学宮の入学定員
については、清代の薙正年問、チト｜級の貧lj川｜の定員をより上位の府級と同様にすると優遇さ
れた。明代の永楽二十一年（1423）から清代の光緒二十九年（1903）にかけて、科挙の及
第者は558人にのぼる。清・康照『剣川｜州志』は 「科甲接腫」 （科挙にうかった人が多し＼）
「足称麹楚」 （十分に傑出する）と貧ljJ1を称賛する22。民国時代、頻繁な戦争で、経済は低
迷するが、学校は各地盛んに設立された。貧lj川では、 39人の大学生が出た。 そのうち、留
学生は9人がいる。1949年後に、経済の復興と共に文教事業は大いに発展する2¥
剣川には名勝古跡も多い。 1961年3月、剣川県石鐘山石窟21は全国第一次重点文物保護単
18張文崩（主編）《貧IJ川県志》 （第一章・自然環境）雲南民族出版社， 1999,p.53-61 
19剣湖 ：金華鎮の東南部3km離れるところにある淡水湖。
20剣浪詔 ：唐代、 雲南の河海地区には六詔と呼ばれる政治権力があった。貧1Jr.良詔はその中の1つ、浪寄詔
とも呼ばれる。
21張文j勃（主繍）《貧lj川県志》（第二章・建制）雲南民族出版社，1999,p.91・102
22康照 ．王世貴《貧リ）i j、｜
協雲南省大理市委員会cm肩） 《雲南大理文史資料選輯．地方志之八》大理白族自治州文イ七局，1986,p.lO 
23張永堂（主繍）《貧lj川県教育志》雲南民族出版社，1994
21石鐘山は石宝山の支峰で、山上に鐘の形をした石があるので、石鐘山という。山上の唐宋時代の岩石画
と石刻がよく保存される。
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位に登録された。1987年後に、金華山石将軍造像・沙渓興教寺の壁画・景風公園古建築群
が相次いで雲南省重点文物保護単位に登録され、金華山越藩墓・沙渓金鶏栖山楊恵墓は州、｜
級重点文物保護単位とされた。県級重点文物保護単位としては、貧Jj川｜県海門口など 36の古
建築遺跡が登録された。1982年、貧Jj川の美景を代表する石宝山25は全国第一次重点風景名勝
区とされた。
2-2金華鎮
貧lj川県で最大の鎮である金華鎮は貧Jj川県の西北部に有り、県政府の所在地である。地勢
は西北部が高く、東南部が低い。海抜は2195m、面積は7km2、雲南省の省都としての昆明
から 516km、大理白族自治州の州治所在地の大理からは 126kmの位置にある。金華鎮は、行
政区画としては 1975年に設立されるが、その歴史は古い。金華鎮の原名は 「柳龍沖」とい
い、その名の由来は昔この地には柳がたくさん生え、また地形が細長くて龍の形と似てい
たからである。元代に剣川｜県が設立されて以来、金華鎮は貧Jj川の政治経済文化の中心とな
った。明清期以降もそれは変わらなかった。古来、茶馬古道上の重要な町であり、今は214
国道の要衝である。金華鎮はたくさんの歴史文物古跡や自然景観、人文景観がある。著名
な地理学者で旅行家・紀行文学者で、あった徐霞客（15871641）も、晩年の雲南旅行で金華
鎮の金華山や、石宝山宝相寺を訪れている26。
2-3剣J1の文化
雲南省の西北部の紅土高原の剣川県は、植物の本来の植生がよく保たれ、貴重な歴史文
化・文化価値がある。三千年前に、貧lj湖の畔で人々は雲南の青銅器を鋳造し、荒れ地を耕
して麦類と水稲を含む穀類を植え、雲南最古の青銅器文化が始まった。全国に体表的な重
要文化財、風景名勝、建築遺産などがある剣川｜はと独特な民族文化に富んでいる。木彫り・
石彫り・白族の民間戯劇である白曲や歌垣である対歌など、貧Jj川には誇り得る物が多い。
白曲：歌は白語によって歌われる。歌は 8句で一首。8句の音数の基本形は、七七七五・
七七七五である。一、 二、四、六、八句の最後の音を同じくする。メロディーは始めの二
句の組み合わせをー塊りにした定型の旋律があり、 それを四回繰り返す。一つの歌の長さ
は大体20秒程度である。毎年農暦七月二七日から二九日まで白族の最も大規模な歌垣が剣
川｜県の石宝山で行われる。 27
木彫り：清代の『損南新語』には、 「貧！日｜の土地は痩せ、民衆は多く食糧が少ない。民
は大工に携わる。雲南の七十あまりの州や県や隣接の貴州、 四川などの省で、大工仕事が
できるのは、みな剣川の人である。 28Jと書かれている。剣川の大工は世界的に名高いもの
25剣川県金華鎮の西南部、25kmぐらい離れたところに石宝山がある。石宝山の特有な赤砂石が積み重ねた、
生き生きとして様々な生物と似ている。その故で石宝山という。
26張文湖（主編）《貧lj川県志》雲南民族出版社，1999,p.102
27阿部隆志「ベ一族の歌垣 歌い手と聴きてが織りなす歌垣世界」『アジア遊学・63』勉誠出版2004.5,p. 20 
28張凱《模南新語》・葦蓋剣土暁痔，食思生寡，民倶世業木工。模之七十齢十卜｜将及却損之瞬、川等省，善規
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であった。唐宋時代から始まり、明清時代に定型化された剣川木彫りは千年以上を経て伝
えられ、その製品は雲南省の重要な輸出品となった。貧IJ川の木彫りは古建築や家の装飾に
広く応用される。白族民居の斗棋、鴨居、窓、居間の格子門、扉風、机などに、貧lj川｜の木
彫りは「八仙過海」 「桃園結義」 「天女散花」など様々な図案を刻んで装飾する。
石彫り：剣川の木彫りと同じく有名である。唐宋時代、白族の石工によって作られた石
鐘山石窟は、 16の窟、合わせて 139の石像がある。石鐘山石窟は、その卓越した技巧のみ
ならず、歴史価値に富んでおり、南詔国文化・大理国文化の研究に貴重な資料となる。特
に、金華鎮の梅園村は昔から石彫りの郷と称される。明代の故宮、清代の園明園、東南ア
ジアの多くの寺院などに、梅園村の石工の傑作が数多く残されている。大規模な石彫り産
業の拠点となった梅園村は、雲南省非物質文化遺産保護名録に登録されている。29
対聯：貧IJ川では対聯の創作が民間で非常に普及し、盛んである。自分で対聯を創作した
り、書いて張り出すことは剣川では非常に普通なことである。対聯を書くことは剣川人の
文化水準を評価する基準となる。明代から対聯作者は腫を接して現れ、清代の越藩をその
頂点とする対聯の金字塔を打ち立てたといわれる。1983年 4月に、中国の有名な作家李準
は、貧lj川｜石宝山観光の折、大理州文聯が行った座談会で、 「剣）｜｜に来て、思いがけず素晴
らしい対聯を目にした。これは全国一だ。数多くの省を回ったが、レベルがこんな高いの
は見たことがなしリと語った。30 「全国一jには、地元へのリップサービスが含まれるとし
ても、貧lj川対聯のレベルの高さが窺われる。新年を迎える春節、或いは婚事・葬事の際など
に必ず書かれ、住居の各所に貼られる対聯は剣川人の折り目節目に不可欠なものであり、
習俗として極めて深く定着している。また、剣川人の生活に定着している対聯は、剣）｜の
各民俗と繋がり、貧lj川｜に特有の対聯文化となる。
3.白族民居における対聯や門神画の意味
民居建築は人間の活動の基本の空間場所であり、我々の日常生産・生活と密接する。地
方や民族によって異なる居住の形式があり、ここから異なる建築や芸術形式が生じる。逆
に、建築と芸術形式は地方の土地柄を反映する。民居建築は民族文化の大切な部分として、
我々に民族文化の様子を見せる。白族は漢民族化に深く影響を受けた少数民族である。居
住の形式も漢民族の影響が深い。南詔、大理国時期に、中原地方とも交流が増えるととも
に、漢族の住居形式が多く大理地方に伝えられた。明代になると、中央政府の漢化政策が
雲南省で広く行われたので、大理地方の民居は中原地方の特徴を持つこととなった。今の
白族民居は明代の漢民族の建築風格に学んだ上に形成されたので、中原民居との共通点が
多い。しかし、白族民居は長い伝承のうちに、白族の民族文化・地域的特質・民俗的特質
と繋がった自らの特徴を持っている31。とりわけ白族民居の「大門」には、白族民居の精華
矩斧撃者，随地皆剣民。”於希賢（注） 《雲南古代遊記選》 雲南民族出版社， 1998,p, 229 
”雲南省文化庁 《雲南省非物質文化遺産保護名録・第一巻》雲南人民出版社，2007,p.334 
30楊郁生（主編）《石宝山古今対聯選》 雲南民族出版社，1990,p. 1 
31張金鵬・寸雲激 《民居与村落一一白族緊落形式的社会人類学研究》雲南美術出版社，2002,p.10 
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が顕著に示されている。
「大門」はただの出入り口ではなく、いわば「建築の顔」として、主人の社会的地位・
人格などを代表する。現代の記号学は、記号がただの記号ではなく、社会的情報を伝える
メディアであると考えている。もし、白族民居を外界とつなげる門 「大門」を一つのメデ
ィア的な意味を持った統合体とするなら、大門にあるさまざまな記号は我々に多くの情報
を伝えてくれるだろう。それらの記号はどんな意味を示し、対聯という記号は大門という
小宇宙にどういう位置を占めるだろうか。それでは、西門外街 5号を例として、大円にあ
る各記号を性質から分類して図解しよう。
B 3 
C 3 
B 2 
（図 l 西門外街5号）
A.建築装飾画・文様（水墨・彩絵）類
白族民居の大門の軒・門軒の内外壁・切妻などに、水墨と彩絵が描かれる。題材は山水・
風景・詩文・縁起のいい模様などである。素朴な水墨画と色鮮やかな彩絵は白族民居の白
の基礎色調と配合して白族民居の装飾に、人文的な息吹をも示す。上図 1の彩絵は草模様・
雲模様・回字模様の順序で並んでいる。
B.彫刻類
瓦は屋根の防水材料であるが、大理地方の瓦の表面には各種の文様が施され、菊模様・
草模様・福字模様・寿字模様などが多い。更に宗教に関する八卦模様・虎模様・鶴模様・
仙人模様などがある。これら模様付きの瓦は、隣家或いは家の正対面からの邪気を防ぐ魔
除けの役割がある。上図にあるのは菊模様の瓦である。 「菊」の発音は「吉」と似ている
? ?ー
ので、縁起がいい記号として瓦の文様に応用される。瓦の文様以外にも上図の例からは、
彫刻類の記号要素としては以下のものが抽出される。
Bl香炉：一般的に軒柱にある。仏教の影響が深い。旧暦の毎月初一・ 十五日に、線香を
門外の香炉に挿して燃やす。上図の香炉は象の形である。象は博学を象徴する。また、
象の発音は「祥」と似ていて、吉祥を意味する。
B2鳳風紋の木彫り ：貧IJ川の木工は全国的に有名で、白族民居の鴨居・雀帯などで木彫り
を飾る。鳳風紋の他、龍紋・幅幅紋などがある。中国の成語の 「彫龍画鳳」は剣川の
木彫りを形容するのにふさわしい言葉である。
B3幅幅紋の木彫り と石彫り：編幅の白語の発音は「bolbozix biffvf」（最後のアルフ
ァベットは、声調記号である）、漢語の「必福」（絶対に福がある）の発音と似ている。
32縁起がいい模様として描かれる。煽幅の石彫は白族の墓の飾りにもよく使われる。
B4大理石の最め込み：白族民居の門柱の内壁、あるいは壁などにある。自然への好みと
「天人合一」 の哲学思想を表す。
B5麟麟の石彫り ：！麟麟は中国の伝説上の霊獣である。 『礼記』によれば、王が仁政を行
う時に現れる霊獣とされ、鳳風・亀・龍ともに「四霊」と総称されている。麟麟は太
平・長寿などを象徴している。
C.貼り紙類
C l対聯の上聯と下聯 ：門権、或いは柱・壁 ・軒柱に貼る。起源では魔除けと して貼られ
た。時代の発展とともに、家の主の希望 ・志し・ 気持ちなどを表現するものとなる。
通常は赤い紙に対聯を書く。 葬事があった家は白・緑・黄の紙に書く。色の変化は葬
事からの時の経過を示す。また、貧lj川での結婚にあたっては、大門の両側の軒柱・ 壁
面で「麟麟在左」 「獅子居右」の対句を貼る。上図の例に見られる張り紙類の記号と
しては、他に以下のものがある。
C2対聯の横額 ：鴨居に貼り、対聯の趣旨を示す。剣川｜では、鴨居に対聯の横額、掛銭と
「和合二仙」の甲馬子33を貼り、平安と幸福を祈る気持ちを表現する。
C3門神画：年画の一種、新たな年を祈るための表現と して門扉に貼り付ける。伝統の体
裁は 「業坂長 「配達添う」などがあり、金華鎮では字帖と画帖からなる独特な形式の
門神画がある。図lに見られるのは金華鎮特有の門神画（これについては、本論第三章
で詳述する）である。
現代記号学の創始者のひとり、パースは「記号を解読するには、その記号をそれが世界
の中で関わるものとの関連の中において考えねばならなしリ、 「文化が提供してくれるさ
まざまな手段に恵まれることによって、解読者は記号を解読できる。つまりそれらの手段
は物の意味を判定する慣例と習俗である。34Jと考えていた。大門にある各記号は、大門の
32楊暁《人類学視野中的剣川白族民居》人民出版社，2012,p.199
33甲馬子 ：神々 の像を粗末な紙に刷った版画、年中行事や祖先祭紀、或いは日常生活で必要となる様々な
願いことに使われている。
31 Cavallaro,D. Critical and cultural theoη，張生（訳）《文化理論関鍵詞》江蘇人民出版社， 2013,p.18 
II 
作用及び白族文化と繋がるものであり、そしてその連関の中で、対聯と門神画がこの剣川
としづ 地域環境のなかで持つ深い文化的意味が、 十全に理解されるものとなる。古人は 「宅
以門戸扇冠帯」といい、大門が家族の外在のイメージの現れとされた。対聯と門神画は他
の記号とともに大門を装飾する機能がある。この装飾機能は建築装飾文様類の記号と同様
に、門前の建築景観のなかで色彩のマッチングに役割を果たし、色彩の濃淡は白族民居全
体に相応しいように調整される。また、対聯と門神画には魔除けの機能が求められた。対
聯と門神画は、古代伝説中の「神茶 ・欝墨」を同一の起源として、分化形成されたもので
ある。 「神茶 ・欝塁Jは魔除けのため生み出された。その魔除けの機能へのひとびとの期
待は、時代の発展と共に弱化されたが、習俗を支える文化的深層としての意味は、変わる
ことなく伝えられてきた。
建築装飾文様類・彫刻類の記号は、その物理的な持続性においては、ほとんど永久性・
半永久性で、新居を建てる時にしつらえて、その後はほとんど変更を加えない。貼り紙類
の記号はそれと違い、体裁も内容も家の情報と密接し、毎年の更新が可能で、その時々の
家の情報の最も正確な映しとなる。それに加えて、金華鎮の対聯と門神画は、主人の自筆
によるものが多く、主人の趣味志向・感情及び家族の家風などについての、人のぬくもり
を感じさせる直接的な表出として、道行く人に向けた肉声の挨拶にもたとえられるもので
あろう。
第二章 剣川｜の多彩な対聯文化
1.貧J川対聯の状況
剣川は漢民族文化の影響を深く受けてきた。漢武帝の元封初年（紀元前 100年）、 I耳海
の周りで郡県が設置されたのに伴い、漢民族文化は白族の住む地域に進入し、貧J川の貴族
階層のうちに浸透し始めた。唐宋の時期一現地の南詔、大理国の時代を通じて、漢民族文
化は次第に白族の社会に広がっていった。南詔の天啓十一年（850年）、剣川石鐘山沙登菩
2号石窟の「張傍龍題記Jは、当時の民衆に漢字の識字能力があったことを証明している。
元代、学者の李京は 『雲南志略』に、こ う書いている。 「既婚者は師僧と呼ばれ、子供に
仏書を教え、六経書はあまり読まず、段氏が選任した役人のうちには、師僧が多い。 35」漢
文化が推進されて以来、中原内地の先進的生産方式 ・文化教育 ・宗教信仰・民俗習慣など
が白族の生活に浸透してきた。明代には、学宮が貧lj川｜で建てられた。貧J川｜では「儒家の経
書は、家ごとに読まれる36」の民風となり、儒学を勉強して官途に就くのは 「金なしに生計
を立てる方法37」として民間で流行した。清代の道光 『雲南通志』は、剣川が雲南省で「文
35李京《雲南志略》：有家室者名師僧，教童子多韻f弗書，少譲六経者，段氏市上，選官畳吏，皆出此輩。方国検（主
編） 《雲南史料叢刊》（第三巻）雲南大学出版社，2001,p.128
36康照・王世貴傾IJI J州志》（巻之十六）（風俗〉 ：穫祭詩書，家弦戸請。政協雲南省大理市委員会（編） 《雲
南大理文史資料選輯・地方志之八》大理白族自治州文化局，1986,p.110
37 康照・王世貴《食lj}1 J州志》（巻之十六）（風俗） ：無資謀生之策。政協雲南省大理市委員会（編） 《雲南大理
文史資料選輯・地方志之八》大理白族自治州文化局，1986,p.110 
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風素著」 （文学の風習が昔からある） 、 「可以麹楚」 （読書の勢いが雲南省では一番）の
地であると称賛する。
儒学の発展は剣川の対聯の生長に肥沃な土壌を与えている。 大理国の盛徳四年（1179年）
に造られた党僧観音像の題記である 「紫石雲中，信境蘭若」 （彩雲のよ うな紫の崖、信徒
が修行する清浄の場所）は、貧IJ}I ［の対聯の最も早い出現例である。この石宝山の美景を称
賛する対聯の落款は 「工匠金梼楊天王秀」とあり、この像とこの題記は職人だ、った楊天王秀
が造ったのがわかる。これより、大理国当時の剣川では詩文の才ある職人が少なくなかっ
たと推測できる。元代の盤龍祖師38、明代の王兆39、越柄龍10、清代の組、藩4L、超式銘42、現
代の張子斎43などは有名な対聯作者で、優秀な対聯作品をたく さん後世に残している。しか
し剣川の対聯は文人だけのものではなく、ほとんど誰でもできる程度に普及している。春
節の頃だけ対聯を貼ることに止まらず、対聯は剣川人の一生に終始伴っている。 生まれる
時、祈願として対聯をもらい、そして誕生日に寿聯をもらう。 結婚する時、喜聯は必要で
ある。 亡くなった後、挽聯を貼り出し、更に墓にも墓聯を彫刻してもらう。
「剣）1の対聯は盛んである。 」これはよく聞いた話であるが、どれぐらい盛んだろうか。
フィールドワークをしなければ、説明できない。剣川の対聯の特徴を探究するため、私は
2014年8月、西門外と西門外街を対象として、 門に貼られる対聯を取材した。
1-1調査地域の選定理由と概要
「貧IJI ［は人材をよく出す。」それは大理地方でよく語られる話である。貧IJ川は確かに人
材が多い、特に西門街は名士を輩出している。光禄第の越藩、初めての白族共産主義者の
張伯簡44、民国時代の魯氏の三人の将軍15、傑出した共産党員の王以中46などは西門街の出身
である。全長 300メートルのこの街路にそって 21の明清時代 ・民国時代の民居が良く保存
されている。西門街は明代洪武 23年（1390年）以来 600年余りの歴史があり、また後漢の
五妹銭が出土されたこともあった。西門街は明代の街の構造を踏襲し、城西の護城河も遣さ
れている。街の中央は青石板、石板の両側は玉石で舗装され、昔は商業の屋台は禁止され
38盤龍祖師（1299・1364) 原名は段圭、白族、貧IJ川斑洞河村人。仏法に独特な見解があり、大理国時代有
名な高僧、対聯作品をたくさん後世に残す。
39王兆（？ 1ー850) 詩人、対聯家。剣川江尾村人。幼時に対聯の神童と して剣川では名を馳せる。
40超畑龍（1617-1696) ：詩人、対聯家。字は文成、号は雲昇、貧IJ}1の向湖村人。 『居易軒集』『宝岩居詞』
などを著した。
41 j笛藩（1851開1927) ：字は植村、介庵、別号は蛭仙、晩年の号は石禅老人。白族、剣川県向湖村人、中国
近代歴史上の有名な政治家・ 学者 ・詩人・書道家・対聯家。越藩の著作はたくさん有り、特に詩や対聯が
多い。成都武候洞「攻心聯」の作者、見明大観楼長聯は越藩の肉筆。晩年に『雲南叢書』を編纂した。対
聯の著作は『介庵極句集』 『介庵極句続編』 『介庵櫨句正続合紗』 などがある。
42趨式銘（1897・1942) ：字は星海、 白族、剣川県北門村人。近代雲南の著名な文化人物、 『麗江白話報』
の主編である0
43張子斎（1912-1989) ：名は応岐、白族、剣川県旧家察人。中国優秀な共産党員、 雲南省人委委員、 第五
期政協副議長などを担当した。
44張伯簡（1898-1926）： 白族第一代の共産党員。名は庚喜、 別名は紅浦、J共鴻、字は稚青、貧lj川県金華橋頭
街人、 代表作は『鶏足山遊記』。
45魯園棟、魯園梁、魯元。
46王以中（1921-1 994）：白族、剣川金華鎮の人。雲南省の保山で国民党政権を建てることに力を尽くした。
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ていたし、読書人と老人しか真ん中の石板を歩かなかった、婦人や子供は玉石の道路だけ歩
けたので、ある。儒家文化は剣川文化において支配的な地位を占めている。
西門外街は西門街の延長線上に在る。西門街と西門外街は城西護城河で分けられる。西
門外街には数箇所の清代・民国時代の建築が散らばり、街の構造は西門街と大体同じであ
る。西門街と西門外街はほとんど居住地区で、人文の息吹が強く、古めかしい街道・街景
や門は伝統をよく踏襲し、金華鎮の対聯と門神画の研究にいい基準を提供してくれると思
う。（街路の位置関係は次葉の付図参照）
ト2西門外と西門外街の対聯について
調査項目 ＼街路 西門街 西門外街
門の数 53 31 
対聯（組） 40 26 
印刷品対聯 3 。
挽聯：白 2 。
黄 2 3 
緑 。
除服対聯 。
喜聯 4 
伝家対聯 6 3 
国l聯 5 4 
（表 l 西門外と西門外街の対聯状況についての調査）
故に今回の調査は対聯が集中して表に貼られる門を主題として調査した。西門街と西門
街外にある円である。西門街と西門外街では、巷がたくさん交錯し、番地がぱらぱらに分
布して複雑である。上表は西門街と西門外街にある門の数、貼られる対聯の数・種類を調
査した結果である。この調査を通して、西門街と西門外街の対聯の状況が見られると思う。
また、金華鎮の体表性の高い街としての西門街と西門外街の対聯の状況がわかると、 金華
鎮及び剣川｜の対聯の特徴を説明できると思う。表 lより、西門街と西門外街の対聯の状況
について、 三つの特徴が見出される。
①対聯の掲示率が高い。この調査では対聯を貼らない門もあるが、しかしそれはほとん
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ど人が住んでいない場合、或いは二つの門が有る家で大門にしか対聯を貼らない場合に限
られる。例えば、西門街30号の西隣の家は、 西門街に向いて二つの門が有るが、一つの門
に対聯を貼る。西門街67号の西隣の家は、門の前に廃棄木材が多数積み上げられ、無人家
屋と思われる。調査では、西門街の対聯の普及率は約 75%、西門外街の対聯の普及率は約
84%、平均約 79%の高率を示した。無人家屋を除けば、その比率はもっと高くなる。人が
住んでいるところ、ほとんど毎戸の大門に対聯を貼る。今回の調査の選定地ではない隣の
文照街 37号（図 2）は、大門はないが、対聯は壁に貼られている。私の調査結果との対比
として、指導教授である首都大学東京の木之内誠先生に2014年8月に、上海の比較的旧来
の習慣を伝える伝統的な街巷として、五福弄と梧桐弄の対聯の掲示率を調べて頂いた。五
福弄と梧桐弄の対聯の掲示率はそれぞれ6.8%と7.6%である。 辺境の少数民族地域の剣川
での対聯の高い掲示率がはっきり見られる。
②肉筆の対聯の出現率が高い。それに対する印刷品の対聯は出現率が低い。西門街の印
刷品対聯は 0.75%を占めるにすぎない。つまり 99.25%が肉筆の対聯である。西門街での
肉筆対聯の割合は高率であるが、 驚くべきことに西門外街では印刷品の対聯がなく、 100%
が肉筆対聯で、あった。 肉筆の対聯は文化と教養の象徴とされ、金華鎮の人たちは自筆の対
聯、或いは対聯書きの店で買った肉筆の対聯を多く掲げる。今回の調査の途中で、たまた
ま自宅から出てきた白族学会秘書長の李鶴仙さん（52歳）と出会った。 「金華鎮では、大
多数の人が肉筆の対聯を書けます。今の若者は忙しすぎるから、時には印刷品の対聯にし
ますが、時間があれば、やっぱり肉筆のほうにします。 J李鶴仙さんはこう言った。
③対聯の種類が豊富である。春聯だけではなく、挽聯（葬事があり、服喪の家が貼る）
除服対聯（三年の服喪開けに貼る対聯） ・喜聯（婚礼の際に貼る対聯） ・伝家対聯（家門のモ
ットーを誌した対聯）も貼られる。更に、一つの門に複数の対聯が貼られる場合、主要な対
聯に加えて副次的に張り出された対聯を「副聯」と して扱った。西門街と西門外街の「副
（図2 西門街） （図3 文照街37号）
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聯」は、貼りださ
れた全部の対聯
の8%を占める。
2. 「対聯擁」 （対聯などの代筆屋）
ガイツテン
商品経済と物資交易に関して、貧lj川には、雲南地方で「街子天」と呼ばれる定期市の
伝統がある。たとえば 18世紀の乾隆年間の書で、剣川州の知州を務めた清代の張紘の
『濃南新語』には、夜市の記載があり「剣川｜は夜市があり、夜になる始めの鼓声の後か
ら始まる。47」 「州の沙渓・旬尾では夜市があり、静かな昼間には人が少ないが、日が
沈んだ日暮れに、百貨が集まり、村人が押し寄せる 0 48」とある。商品経済の観念は少
なくとも乾隆年間前期にはこのように剣川白族（当時は民家と呼ばれた）の聞に浸透し
ていたと思われる。しかし、儒家文化をよく受容した剣川では道徳を重視し、金銭には
目もくれない気風がある。 「詩書門第」 （読者人の家柄） 「耕読伝家」 （農耕と読書は
家に代々伝わる）の観念が剣川｜人の心に深く入り込んでいる。商品経済の観念は淡泊で、
隣りの麗江、鶴慶、大理と比べて、商品経済の発展は遅れていた。改革開放後、私有経
済は集団経済と国営経済とともに速く発展してくる。今の金華鎮では町じゅうに至ると
ころで商店がある。毎週の日曜日は「街子天」とされ、農業副産物の交易をする。その
日に、周りの村の人々は金華鎮に殺到して賑やかである。
負lj川では昔から 「文字を好む民風」がある。文字の好みは剣川の伝統の文化娯楽事項
として、長い時期にわたって減退する徴候はみられない。明清時代に、対聯を商品とし
て販売されたことは『燕京歳時記』などに見られるぺ 『撰南新語』によれば、商品経
済の観念は乾隆年間前期にはすでに剣川に浸透していたと見られるので、剣J1で人々の
文字の好みに応じて対聯を販売する業者が、遅くとも清代中期には現れていたと思われ
る。対聯を販売する業者はだし1たい知識人あるいは文字が上手な人で、他人に文字を代筆
したり自分が書く文字を販売したりして報酬を得る。これらの業者の店舗ないし屋台は、
中国では「対聯擁」と呼ばれるが、ここでは対聯屋と称することにする。対聯屋は地元の
人々の要求に応じた対聯や、自分が好む対聯を書いて販売し、対聯の流通において重要な
窓口となる。金華鎮の対聯屋の店先から、町の対聯の流通の特徴が窺えると思い、金華
鎮の対聯屋の取材を行った。以下は店舗で対聯を販売する対聯屋の状況である。
欧陽傑さん、白族、 2014年現在89歳で、貧乏な農民の家に生まれた。学校での成績
は抜群だったが、家が貧しく、高中（日本の高等学校に相当）に行けなかった。中学を卒
業してから、生計を立てるために農作業や手仕事や木彫りをした。五人の子供を育て、
一生懸命に働いた。30年前に店を構え、最初は祭杷の供物だけ売っていた。60歳以後、
子供達が次々結婚して一家を構えた。生活の負担が軽くなってから文字との縁が始まっ
47張払 《漠南新語》：剣川｜有夜市、在禁鼓初動之後。子希賢・沙露菌（注）《雲南古代遊記選》雲南民族出版
ネ土， 1998,p,229 
48 張紘 《模南新語》：j、｜｜之沙渓・旬尾皆有市、情情長昼、煙冷街街。日落黄昏、 百貨乃集、村人蟻赴。
子希賢・沙露首（注）《雲南古代遊記選》 雲南民族出版社， 1998,p,229
49『燕京歳時記』：文人墨客が、市摩の軒下において春聯を写書し、潤筆料を得んと図る。［清］郭崇著、小
野勝年訳東洋文庫83.平凡社.1976. p. 229 
16 
た。店はとりたてて表向きの名前はないようだが、 30年余りの歴史がある。 彼には対
聯や書道に深い造詣がある。全国各地の書道のコンテストでの彼の受賞作品は数え切れ
ない。貧IJJ jの石宝山や千獅山50などで創作した対聯作品も多い。また、千獅山修築再建
の提唱者でもあり、剣川の旅行業や経済の発展に力を尽くしてきた。
楊大明さん、白族、 2014年現在 42歳、 「訴昌義Jとしづ 30年ほどの歴史をもっ老
舗を経営している。この店は元来が彼の父が店を経営していた。三年前に、父が亡くな
ってから、彼が受け継いた。彼の父は字が上手く、当時は町の有名人で、あった。彼は父
の影響を受け、小さい頃から字をよく練習していた。高級中学を卒業してから、稼業を
手伝っていた。彼が書いた一組の対聯の売値は5元から 8元ぐらい、長聯は 10元以上
である。商売が良い旧正月には 1500元の収入がある。普段の月は数百元ぐらいである。
対聯や印章の彫刻以外、刺しゅうの靴や紙製品の商売もしている。
越金龍さん、白族、学歴は高級中学卒業、 2014年現在33歳、職業は電気工。対聯を
頼まれたら退勤してからすぐ書く。その妹、股芸香さん、白族、中学卒業、2014年現
在は 22歳、現在に至るまで無職、 今は兄の越金龍さんを手伝って対聯を書く。店の看
板には大きな文字一 「古城飲舎」と書いてある。飲食店の看板であるが、実は対聯屋で
ある。母親が経営責任者であるが、対聯書きの担当は越、金龍や殿芸香である。店は最初
からずっと飲食店として経営していたが、数年前に成人した越金龍さんが達筆だったの
で、対聯屋に変わった。普段は文房四宝や備え物も売っている。
以上は店舗で自筆の対聯を商う対聯屋の情報である。 この三つの店舗は、はほとんど
毎日開いている。婚事や葬事がある家は、ここで、の三つの店舗に頼めば、事情に応じた
対聯をすぐに書いてもらえる。対聯の他、こうしづ店で、は文房四宝も売っている。紙は
鶴慶産の白棉紙・土紙が主な種類で、筆や墨は大理産のものが主である。湖南・湖北産
の筆と墨・彩色した紙・朱紅紙510 宣紙52・酒金紙（金粉を振りまいたもの）などもある。
金華鏡では、この三つの店舗の他、露天の対聯屋さんもいる。露店の対聯屋の特徴は、
国 ガイツテン
特定の時期だけ出ることで、毎週の金曜日は金華鎮の「街子天Jで、その日に対聯屋さ
んも金華鎮で対聯の商売をする。また、春節前の十数日間には、対聯屋の露店もよく見
られる。 2013年と 2014年の春節、私は4人の対聯屋を取材した。
張六ーさん、白族、中学卒の学歴、本業は木彫りの大工、剣川県石宝山の桃源村に住
む。対聯の商売は 20年あまりの経験があり、2014年現在 72歳。張さんは春節前の数
日間だけ対聯の商売を市でする、普段は家で休む。年のせいで、一日に70組ぐらい書
く能力しか今はないが、若い時期には一日100組以上書く ことができた。90年代の春
節期間には、書いた対聯を剣川県の新華書店に卸して売った。毎日 5000組以上売れた。
so千獅山：金華鎮の西の方1.5km離れるところで、国家AA級の風景名勝区である。石彫りが発達する剣｝I J 
はこの技で千匹以上の石獅子を彫って集める。
51；朱紅紙：：朱色に染めた紙、特に春聯・喜聯を書く用の紙。
52宣紙書画用の上質紙。中国安徽省宣城県でつくられたのでこの名がある。表面は粗く、質はもろいが、
色白く墨の吸収がよいので書画の制作に適している。
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（張さんはそう言ったが、多すぎると私は考える）これは彼にとって、最高の栄誉であ
る。張六ーさんには代表作がある。 「貧lj川阿鵬勤創業， I耳源金花巧嘗家。」これは 90
年代に、彼の住む桃源村の白族の男が、隣のI耳源県の白族の女の家に婿入りすることに
なり、結婚した時の喜聯だそうである。
張某（匿名を希望）、漢族、学歴は初級中学卒業、 本業は小学校教員で、金華鎮の南
門街に住む。対聯の商売は時たまのことで、2014年現在84歳。張さんの出身は四川｜省
の櫨州市である。数十年前に、子供が剣川に出稼ぎにきて、その故で張さんも剣川に移
り住んだ。私は2013年の春節に張さんを取材したが、 2014年の春節には張さんの姿は
金華鎮で見られなかった。
張定海さん、白族、中学を卒業後、高等専門学校まで上がった、本業は金華鏡政府の
書記、数年前に病気で退職した。住所は金華鎮の文照街、 2014年現在日歳。対聯との
縁は退職後に始まった。張定海さんは自分自身の対聯作品はあまりない。しかし彼は毎
年の「観対聯J活動（これについては本章の 31 1を参照）で、街を回って各種のいい
作品をノートに書き記す。そのノ トーは張定海さんが対聯の商売をする時、必ず手元に
置いておく参考書である。
張洪儒さん、白族、学歴は中学、本業は農民・大工、住所は剣川県向湖村、2014年
現在79歳。張洪儒さんは20年前から、自筆の対聯を販売している。昔は「街毛美」に、
よく商売に来たが、近年は体が弱く、春節しか来ない。自分が作った作品はないが、字
が上手いので、よく売れる。
以上は店舗の対聯屋の4人（3つの店舗）と、露店の対聯屋の4人、合わせて8人の
情報である。 8人の情報を通して、以下の特徴が見られる。
①貧IJ川の建築職人は知識人層の一集団・一業種として漢民族文化を伝えることに大き
な役割を果たす。8人の内に、 3人は大工をした経験がある。なぜ剣川｜の大工は文墨に
通じているのだろうか。貧IJ川は漢代から漢文化の影響を受けた、80%以上の白族の男性
は文章が書け、対聯・手紙・記帳ができる53。子供は6、7歳になってから、 学校に通う。
男の子は 14、5歳になって勉学に見込みがなければ、師について技芸を学ぶ。 木彫り・
石彫り・左官などである。そして、白族民居建築の内外は文字や絵画で装飾されるので、
これらの建築職人は水墨・綜絵を体得することも必要である。これらの建築職人は基礎
的な漢文化の知識を身に付けるので、知識階層の境界領域に連なって、本業に携わる。
さらに、剣川の劣悪な気候条件により、食糧の自給自足ができないので、貧lj川の大工は
農繁期には貧IJ川で農作業をし、農閑期に外地に出かけて稼ぐ。 元代・明代には、宮殿の
工事で貧iJ，の大工を徴発することが多かった54。これらの建築職人は、剣川の木彫りな
53陸家瑞《貧lj川県民族宗教志》雲南民族出版社，2002,p.60
54明・沈徳福《寓暦野獲編・雲南漆離》（巻二十六・玩具） 今離漆什物最重宋易リ，其次則本朝宣徳間，所謂園
廠者，其償幾輿宋坪・田・・予日・ ‘線、之皆雲南也。唐之中世， 大理園破成都，壷携百工以去，由是雲南漆織
諸技，甲於天下。唐末，複通中国，至南漢劉氏輿通婚姻，始漸得演物……”得奮雲南，又加果園廠数倍先’
方国日食（主編）《雲南史料叢干IJ》（第五巻）雲南大学出版， p.173 
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どの技術を各地に伝えた一方で、先進な漢文化をも貧lj}I jに取り入れた。
②漢文化の伝播において、漢文化の受容性が高い白族は積極的にこの使命を担当する。
上述の取材した8人の内に、白族は7人、漢族は一人である。 対聯は漢文化の典型と し
て、日常生活に白語が流通する白族地域では広く行なわれており、しかもその伝播の担
い手はほとんど白族である。
③8人のうちの1人は移住してきた漢族で、人口の移動も文化の交流に役に立つこと
がここでも見られる。歴史上、雲南への集団的な移民が数度あった。特に、明朝の政策
により、屯田の兵士や江南の漢族が大量に雲南に流入し、移民交流は空前の盛況を見せ
た。移民は内地の先進の技術や文化を剣）, ，に伝え、しだいに白族と融合して最終的には
白族に同化した。
3.多彩な対聯文化
雲南の歴史に「荘踊入濃」の話がある。 『史記・西南夷列伝』 に、 「荘踊は棋に入って、
王となって、衣服を着替えして当地の習俗に従った55。」という記載がある。それは中国の
成語 「入郷随俗」 （郷に入っては郷に従う）の一つの事例だ、ろう。人間と環境は互いにノ影
響を与える。人間と環境の互いに影響した産物としての文化は、融合するばかりではなく、
分裂や変化の傾向もある。対聯もそうである。 対聯は剣川｜に入札どのような変化を起こ
しただろうか。剣川の対聯は漢民族文化の精髄として吸収され、自らの民俗に活用された
といえる。
3-1春聯
前述した最初の春聯についての逸話がある。 964年、後萄の皇帝孟剥は、 「新年は前年の
喜びを受け継ぎ、嘉節を長春と呼ぶJと題した。この題された春聯を始めとして、春節に
春聯を貼ることが伝えられてきた。中国のほとんどの地方では春節に春聯を貼る。対聯が
盛んである剣川ではもちろん春聯を貼る。そして春聯を貼ることは大晦日の重要な行事の
ーっとされる。一般的に大晦日に対聯を貼ってから、門神画を貼る。そして掛銭、甲馬子
などを飾る。こういう手順が終わると、爆竹を鳴らす。
3 1 1「観対聯」の活動
旧正月の一日に、街の人々は三々五々周りの家の対聯を見て回る。この習俗は明末清初か
ら始まるという56。 「観対聯」は金華鎮の旧正月行事のーっとなっていて、街の対聯愛好
家たち、とりわけ対聯を生業とする人たちにとって、実際的な有用性をもっている。彼ら
はノートブックやペンを持ち、好みに合う対聯を書き写したり、評論したりする。立派な
対聯を掲げた家は誇らしい評価を受けるが、それに対して対聯の出来のよくなかった家は
55至j虞池，以其思王濃，饗服従其俗以長之。
56楊郁生『貧lj川極聯』雲南民族出版社，2012,p.4
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体面を損なうことになる。ここで、 「観対聯」が清代以来今まで続けられてきた理由を考
えてみたい。
「人々の前にはまず、言葉自体、さらにその言葉を書き付けた紙、板自体としての対聯
がある。つまりテキストとその物理的支えとしての二枚の紙、あるいは木板などの物的存
在として場の中にある対聯がある。そしてそれに付着して、 二次的に生み出され流通して
いく文字ないし言葉がある。その場に置かれた対聯が、固有の場と状況を離れて再消費、
鑑賞されるためには、ある程度必然的に副次的な言葉が対聯自体に付着してくることもな
る。そうでなければ、状況依存性の極めて5齢、対聯は、その面白さを二次的な受容者たる
一般読者に伝えにくし、からである。 」57木之内誠教授は対聯の場とテキス ト、さらにその
メタテキストとしての対聯故事との関係をこのように述べていた。テキスト自体としての
対聯は、自立性が低いので、場に付着する依存性が高い。
自分で対聯を創作したり、書いて張り出すことは貧IJ}11ではごく普通なことである。金華
鎮で張り出される対聯は、たとえ家の主人自身の制作ではなくても、その家の状況にぴっ
たりと符合するように書かれた対聯である。こうしづ対聯は、状況依存性が高い。張り出
される対聯テキストにとって、その家の大門は無二にして固有の場と言える。墳子のなか
の金華鎮は盆地空間としての独立性を保ち、一定の閉塞性があり、地元の人々はお互いの
状況を多少なりと知っている。 「観対聯j活動は、鑑賞者の地元の人々を状況依存性が高
い対聯の場に連れて行き、対聯の固有の場で対聯を鑑賞させる。対聯鑑賞の傍ら、それぞ
れの家の個別状況とも関わるゴシップ趣味の 「聯話」的な面白みも、時に味わうことにな
る。対聯鑑賞のこうした面白みは、本のページの上の対聯からはなかなか本当には伝わっ
てこない。例えば、西門外街23号の越さん宅の対聯はこうある。 「一孔石橋千秋童，七曲
流水高古琴。」そして横額には「紫気東束。 」 （一つの橋は千秋の画になり、七曲の流水
は万古の琴になる。横額 ：瑞祥の気配は東からくる。）これを紙面上のテキストとして読
む限り、麗しい風景を称える対聯として、 一応良くできたものという感想の他、取り立て
て面白さは感じられないだろう。しかし、 「観対聯」活動で、明代の築城以来残される護
城河にかかる橋や、西門外街に沿って通りの左右をめぐる流水、そしてそれを包む金華鎮
の自然の美しさと、西門外街23号という住宅をとりまく環境を現場でトータルに体験して
はじめて、この対聯の本当の面白さが味わえる。 また、白族は 「紫気東来」を家族の「越」
姓にちなむ記号として影壁などに掲示する。家の近所の人々のようにこの家が越さんの家
だということを知っていれば、横額の 「紫気東来」の巧妙さが味わえる。このような面白
さを知る金華鎮の人々にとって、 「観対聯」 活動は、春節を彩る欠かすことのできない行
事となって続けられているのだろう。
「観対聯」は金華鏡内的に行われる活動である。この活動を通して、鑑賞者と鑑賞され
る対聯の家と繋がり、交流の役割も果たされる。剣川の対聯文化の隆盛は、 「観対聯J活
57木之内誠「対聯故事 秀才と老百姓の聞に：対聯研究ノート・その2」小樽商科大学『人文研究』 1991.
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動と深い関係がある。
3-1-2春聯作品
爆竹書撃除奮歳，梅花黒占黒占迎新春。横額：春満乾坤。 （金華鎮永豊南路 18号）
（爆竹の音は旧年と別れを告げる。梅花の花びらは新春を迎える。横額：春は天地に溢れ
る。）
高馬争弛因盛世，百花競放逢陽春。横額 ：九州同築。 （金華鎮忠義巷4号）
（万馬が盛世で疾駆する。陽春に百花が咲く。 横額：九州が一緒に楽しむ。）
世治清平歌舜日，民生温飽煩尭天。横額 ：春色満円。 （金華鎮永豊南路35号）
（社会が和平で舜の時代を謡歌し、民生が余裕で尭の時代を褒め称える。横額．春色が家
に溢れる。）
難拒春花掩柴扉，易逝梅影入酒壇。横額 ：春色満園。 （金華鎮西門街31号）
（春花が扉を遮ることは拒みがたい。いつも梅花の影を誘って一緒にお酒を飲む。横額：
春の色が庭に満ち溢れる。）
古城有韻長昏細品，深巷無私行旅随縁。横額：春光無限。 （金華鎮西門街3）号
（古城は情趣があり、朝晩によく味わう。深い巷は無私で行きかう ものも縁による。横額：
春光が無限である。）
家和自得天倫柴，慮世惟宜地歩寛。横額： 和諸家庭。 （金華鎮玉馬坊 11号）
（睦まじくすると、家族の団らんを楽しめる。我慢することは世渡りの秘訣である。横額：
睦まじい家庭。）
輿書結伴多知識，輿世無手多自在。横額 ：春風得意。 （金華鎮奮家棄29号）
（本と友にすると、知識がふえる。人と争わないと自由自在である。横額 ：春風に意を得
たり。）
十八大曾順民意，深化改革騰中華。 横額：普天同賛。 （金華鎮北門街27号）
（第十八回人民代表大会は民意に沿うものだった。改革を深化すれば中華が繁栄する。横
額：世界中でも褒め称える。）
以上の対聯聯は2014年の春節期間に金華鎮で貼り出された対聯作品の例である。金華鎮
を回ってみて、家ごとに自分なりの対聯を貼り、同じ作品の出現は少ないと感じ取った。
それに貼られる春聯の趣旨も様々である。新年の祈り・自然風景に対する煩讃・協調する
人間関係・自由自在の哲学思想、・耕読伝家の思想・更に政治や時事の謡歌などもある。各
種の春聯は白族の豊かな感情や素朴の念願を表す。
3 2挽聯
3 2 1孝道と挽聯
伝統的中国社会は孝に基づいた社会である。伝統的中国社会と中国文化において、孝道
は根源性を持っている、中国文化の核心であり、根本の精神である。孝道の観念は、 歴代
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の先賢が唱え、中華民族の精神に根を下ろし、今では中国人の性格となった。
白族は親孝行を重んじる。伝統的な白族の曲調には 「生児育女」 「報答父母思」 58など親
孝行を唱える歌が多い。剣川県の沙漠郷の郷村規約の碑文である 「郷規碑」は 「敦孝悌以
重人倫，孝悌乃仁之本，能孝悌則不口犯上。」 59の内容がある。大体の意味は 「孝悌を守る
ことは人倫を重んじる前提である。孝悌は仁愛の根本である。孝悌が守られるなら、秩序
がある人間関係ができる。」剣川県新仁里郷の規碑も孝悌を重んじる規定がある。 「家常，
父慈子孝，兄友弟恭，興家之兆也。凡為子弟者，務須更各務生五裏，出恭入敬。倫有不孝
子弟，件逆犯上，被父兄首出申言者，闇村重治」 60。普通の家庭で両親は優しい、子は孝行
し、兄は親しく、弟は礼儀正しい。それは家族が発達する兆しである。子弟たるものは、
必ず礼儀を守る。もし、親不孝がいると父兄が苦情を訴えたら、皆一緒にきつく処罰する。）
白族の親孝行を重んじる一つの表現は服喪期間に挽聯を掲示することである。 親が亡
くなった家は、必ず三年間の服喪をする。その三年聞に、対聯は年毎に白紙、緑紙、黄紙
と）｜頂にその紙の色を変えていく。
3-2-2挽聯の作品
一年目の挽聯作品：
感客多情来吊鶴，懐我良徳不如烏。横額：凄風苦雨 。 （金華鎮上営盤巷1号）
（お客さんが弔問に来てくれるのを感謝する。私の親孝行をする薄い徳は烏に及ばない。
横額：寒風と長雨。）
深感親友助大事，慎吾涼徳難酌情。横額 ：風聾猿暗。 （金華鎮西門街59号）
（親戚や友人が協力してくれて葬儀を終わらせる。 私の薄い徳は親戚や友人に恩返しし難
い。横額：風声は猿の声のように悲しい。）
二年目の挽聯作品 ：
望雲不忘手足情，思親難牧妻見涙。横額：梅同我素。 （金華鎮西n外街6号）
（雲を眺め、兄弟聞の深いよ しみを忘れられない。親人を懐かしく思い、家人の涙が止め
られない。横額：梅花は私と同じ地味な格好をする。）
想見音容雲高裏，思聴教詣月三更。 横額 ：望雲思親。 （金華鎮城西小区8号）
（亡くなった親の顔を見たくて陰欝になる。教え諭されたことを思い出して深夜でも眠れ
ない。横額： 雲を眺めて親人を懐かしむ。 ）
三年目の挽聯作品：
白梅有情同我素，紅杏無縁任官春。横額 ：佳節思親。 （金華鎮段家巷48号）
（白梅は有情に私と同じ地味な格好をする。紅杏は（私と）無縁で春の雰囲気である。横
額：楽しい時節に親人を懐かしむ。）
喚雪寒梅懐祖庇，飛花翠柳揖春風。横額 ：佳節思親。 （金華鎮東門街62号）
（雪を喚起する寒梅は祖先の庇護をよく懐かしむ。飛花や翠柳は春風に礼をする。 横額 ：
58楊政業 （主編） 《大理文化論》雲南民族出版社，2001,p.263
59楊政業 （主編） 《大理文化論》雲南民族出版社，2001,p.262
60張文湖 （主編） 《剣川昼志》雲南民族出版社， 1999,p.1012 
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嘉節に親人を懐う。）
こういう彩色による対聯はどんな役割があるだろうか。肉親が亡くなった一年目、特に
亡く なってから百日間は「重孝期Jとされ、忌避することが多い。例えば、できるだけ外
出しない、特に人が多い所に行かないとなる。家のあらゆる工事が禁止され、さらに整髪
することも忌避される。村神・社神を迎える祭りに、 「重孝期」の人が御輿を担ぐことは
許されない。従って、この種の忌避は皆を注意させ、 「重孝期」の人を誘わないようにす
る。彩色した対聯が貼り出されることは、死者を追悼する感情を表現するだけではなく、
家の事情を外界に伝え、周知させる役割が見られる。
服喪の二年目と三年目の対聯はそれぞれ緑紙、黄紙に書く とされるが、 逆の順にされる
こともある。対聯屋の越金龍さんは二年目に黄紙、 三年目に緑紙で書く。服喪の二年目と
三年目の区別は一年目より厳しくないと見られる。
三年の服喪を明けてから、四年目は服喪明けの対聯を貼る。以下は服喪明けの対聯の例
である。
児孫巳蓋三年孝，親恩百世綿難忘。横額：除服大吉。 （金華鎮西門街34号）
（子孫は三年の服喪をしたが、親人の恩情が百世でも忘れられない。横額：除服は大吉。）
児孫己蓋三年孝，宅舎欣期百世昌。横額：否極泰来。 （金華鎮西門街33号）
（子孫は三年の服喪をしたが、家の長く繁栄するのが望しい。横額：不運が極に達すれば、
その後には幸運がくる。）
3-3喜聯
婚礼に当たって、新郎新婦への祝意を表すために喜聯を貼る。対聯の盛んな状況で国内
に名高い貧lj川｜での結婚式にはもちろん喜聯が多く貼られる。以下は2014年の調査時に金華
鎮を歩いて見付けた喜聯作品の例である。
琴惹永借百年イ圭偶，婚姻自由一代良縁。横額：門盈喜気。 （金華鎮永豊南路28号）
（仲の良い夫婦は琴慧を合奏するようによく調和する。良縁がある新郎新婦は自分の意識
で結婚することは幸せである。横額 ：喜ばしい雰囲気が家に溢れる。）
敵鑓打鼓迎新婦女，張燈結彩宴佳賓。横額：喜慶大来。 （金華鎮奮家秦4号）
（銅鐸や鼓を打ち鳴らして新婦を迎え、提灯や色絹で、飾って貴賓を宴でもてなす。横額 ：
慶事が来る。）
剣陽湖漫蓮並帯61，七曲巷62裏人共歎。横額 ：蓮子同心。 （金華鎮七曲巷8号）
（貧lj陽湖の蓮の花は、一本の茎に咲く花が二輪ある。七曲巷では、人たちが喜ぶ。横額 ：
蓮の実は同じ心がある。）
結秦菅笠歌迎淑女，逢盛世美酒宴嘉賓。横額：皆大歌喜。 （金華鎮文照街37号）
（演奏して歌って淑女を迎え、両家が婚姻によって親戚となる。繁栄している時代に美酒
61蓮並帯：仲の良い夫婦のたとえとして使う。
62七曲巷：西門街にある巷。
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を出して貴賓をもてなす。横額：皆は喜んでいる。）
以上の喜聯作品の例から見ると、金華鎮の喜聯は典故をよく使う ことが見られる。そこか
ら剣）｜の白族は漢文化に精通していることが窺える。喜聯の他に、一組小さい対句も貼り
出される。この対句の内容は大体 「麟麟在左」 「獅子居右」（左右は通りから向かつての方
向）である。注意深く観察したら、 「麟麟在右」 「獅子居左」となっている場合もある。
何故こういう小さい対句を貼るのだろうか。 何故麟麟はいつも左に居るのだろうか。この
二つの問題については、面白い民俗がある。
白族民居の構造で、 一番大切な部分は大門である。大門は個人の空間と外部の空間を繋
げるノード（節点）であり、同時に大門は家族の外見の 「顔」である。昔剣川の名士や金
持ちは立派な邸宅に住んでいた。彼らは自分の家の大門を特に重視し、大門の両側に石獅
子と石麟麟を置いた。一時、石獅子と石麟麟は「大戸人家」の象徴になった。 「文革Jの
際に石獅子と石麟麟がある家はひどくやられ、地主を象徴する石獅子と石麟麟がほとんど
破壊され、その配置は詳しくわからなくなった。 しかし、 昔の金持ちの邸宅の立派さは金
華鎮の人たちの心にいまでも残っており、婚事がある家は昔の金持ちの邸宅を真似して 「麟
麟在左」 「獅子居右」の対句を大門の両側に貼りつける。婿に入る場合、区別をつけて掲
示するために、 「願麟在右」 「獅子居左」となる。これが左右逆になっている例もある。
この地が生んだ清末の著名な文人超藩の孫にあたる超福生さんの談によれば、 彼は妻を要
る時が「獅子在左」 「麟麟居右」、婿に入る時が「願麟在左」 「獅子居右」だと考え、環城
南路の彼の自宅でも、彼が考える妻を要る際の配置どおりに、石獅子と石願麟を門前に建
てたという。筆者は2014年夏の調査時にたまたまこれを発見して、 家の主からお話を伺う
ことができた。
この小さい対句は魔除けの役割もある。獅子と麟麟は剣川でよく使われる魔除けの記号
である。白族民居の妻壁 ・棟・窓の枠に在る木彫りや石彫りには、たくさん願麟と獅子の
姿がみられる。結婚式としづ盛大な場面は、邪気も集まってにぎやかに楽しみに来るので、
「麟麟」と 「獅子」が前に出ることで邪気を追い出せると考えられたのであろう。 「麟麟
在右」 「獅子居左」、或いは「麟麟在左J 「獅子居右」の対句は、平灰は整っていないが、
その他の対聯の特徴は備えているので、小さい対聯とみなしうる。その小さい対聯と喜聯
が組み合わされて、二つの対聯となる。それも剣川｜の対聯文化において、文化の 「過剰表
象」 63の表現であろう。
3-4伝家対聯
63雲南省の漢族・非漢民族双方は、漢文化への意識が強化され、ときには過剰ともいえる表出がなされる
場合が見られる。例えば、雲南省の建水県燕子桐内外に大量に掲げられる扇額と、大理喜州の厳家大院の
壁にある各種の治家格言や文字装飾、この文字で表現されるは雲南地方の文化の過剰表象としづ。 2002年
『襲警』第 10号で、日本で対聯を研究している当時東京都立大学の木之内誠氏と、 当時東京理科大学の川
野明正氏が共同で発表した論文一 「雲南の文字景観をよむー剣川｜・宝相寺のく題＞的事象に関する調査」
を参照。
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2014年の春節期間、中央電視台は街頭インタビューをメインに、 「新聞聯播」 「共同関
注」などの番組で特集を放送した。取材の内容は「あなたの家の家風は何ですか」である。
レンズに向かつて、取材される人々の答えは様々であったが、家風は人の成長に重大な役
割を果たすことは皆が認めた点で、あった。この取材番組は視聴者に大きな反響を引き起こ
した。残念なことに、中央電視台の取材は剣川県金華鎮には来なかった。もしその取材が
あったなら、この街の人々は、聞かれるまでもなく掲げられる「伝家対聯」を指さしたこ
とだろう。伝家対聯は家族のモットーや気節を伝え広め、 子孫への警句的な意味も含め、
特別に作る対聯、つまり、家風を表す対聯である。伝家対聯を家門によく掲げることは、
他の地方と比べて貧1)11の対聯の一大特徴である。それでは西門街と西門外街の伝家対聯を
紹介する。
杏林春暖寓家興，行書相給三代業。
（杏の森は春頃に暖かくなり、万家が繁栄する。医業も祖伝三代である。）
これは金華鎮西門街66号の伝家対聯である。 この家の主人の李さんの話によると、この家
族は三代以上続けて医業に携わった。清末に「杏林堂」という老舗を開き、貧lj川で名声を
博した。祖先の一人がこの対聯を作って家宅の大門に掲げたが、文革の時に破壊された。
今掲げられる対聯は、子孫が家族の祖先を記念し、家族の精神を伝え続けるために、新た
に木板に彫り込んだものである。
持家勤勢宜古今，寄性田園柴養生。
（勤勉に家事を切り盛りすることは古今でもいいことである。興味を田園に託し、楽しく
養生できる。）
これは金華鎮西門街67号、組、家の伝家対聯である。対聯の作者の越さんは数年前に亡くな
ったという。越さんが若い時期に作った対聯は息子に保存され、伝家対聯として家門の両
側に掲げられる。遇、さんは自立心の強し、人物で、人生の苦難の日々に二度大学に合格した。
解放直後、越さんは大学に受かり、二年間の大学生活を過ごしたが、母の体調が悪く なっ
たために家に帰って親孝行をした。 50年代に越さんは再び雲南大学の化学専攻に合格し、
ここを卒業した。現地調査時に、この家の門はずっと閉まっていて、直接の取材ができな
かった。以上の情報は隣家の 66号の李さんから聞いたものである。
高選才名京照筆，九齢風度曲江春。 （金華鎮玉馬坊l号）
（たくさんの試験にうかり、朝廷に仕える。張九齢のように気節が高い。）
この対聯は張尚公（19071959）の故居に掲げられている。かつてここに私塾が聞かれ、張
尚公は私塾の教師として多くの剣J1の有名人を育てた。この対聯は張尚公自身の作である
と、張尚公の孫の張さんは言った。張尚公を記念し、後世に張尚公の精神を銘記させるた
め、張尚公の息子の張文寛が父の対聯を新しく木彫りして家門に掲げたものである。
宰相名花紅開一品，将軍大樹緑蔭三垣。 （金華鎮西門街2号）
（宰相という花が咲き、 非常に華やかである。将軍とし、う大木の蔭を三つもの壁が受ける。）
この対聯は魯元（1907-2000）の故居で掲げられている。この邸宅には、昔から「一つの邸
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宅に三人の将軍が出るj とい名声がある。魯元はかつて国民党の 58軍中将軍長の任にあっ
た。これに先だって、魯家の第六代の魯国棟と魯国梁はそれぞれ清末の震威将軍と建威将
軍で、あった。さすが威厳にあふれる一族である。対聯の上の扇額「振威将写第」は、剣）｜｜
随一の名士であった超藩が書いたものである。
牌棲高釜剣城西門唯濁斯，英才輩出濃域北園磨、占先。 （金華鎮西門街72号）
（牌坊が高くそびえ立ち、それは剣川の西門での唯一のものである。英材が輩出し、 雲南
の北部の英才の先頭にたつ。）
この対聯は著名な社会活動家である張紀域の故居で掲げられている。張紀域（1921一 1994) 
は、中国政協委員 ・民盟中央常務委員・民盟中央常務組織部部長などを歴任した。新中国
成立前に、張紀域は積極的に中国共産党の地下運動に携わった。新中国成立後もずっと西
南地方で活動していた。64この対聯は張紀域の功績を称えるために、県政府から贈られたも
のである。
門前七曲長流水，院裏三更讃書聾。 （金華鎮西門外街 11号）
（家門の前に、水が腕腕として流れる。中庭に深夜までも本を朗請する声がある。）
ここは冠氏の邸宅で、この一族からは清代に多くの挙人を出した。 『大理州教育志』初稿
によれば、 「冠法、定fr、冠士昌の一族の三代が教師として人材を育て、大いに教育を振
興し、教育をよく推し進めた。 65」と記している。この対聯は貧Jj川｜の著名な学者張文勃がこ
の一族の精神を宣揚するために作ったものである。
これらの伝家対聯は祖先から伝わってきたものがあるが、近年になって地元政府が剣川
の文化を宣伝するため、新たに制作して贈ったものもある。以上の金華鎮の西門街と西門
外街の伝家対聯は、家風を伝えるとともに、自ら家門を誇る気持ちも強く現れている。白
族の民俗学者の張金鵬氏と寸雲激氏は 『民居与村落一一白族緊居形式的社会人類学研究』
の中で、白族が住宅の照壁に字を題することは、自 らを誇る意識の表現であると指摘して
いる660 伝家対聯で一族の来歴を誇示することは、照壁での題字と同じ意識によるものであ
ると思う。公の場で道行く人々に対して、家門の名誉を誇示する行為としての意味をもっ
ている。
3 5墓聯
墓聯はお墓に掲げる対聯である。役割は死者の人生を記述し、それに死者へ哀悼を表し、
一般的な分類としては挽聯の一種と して、またあるいはその空間的ロケーションを分類の
基準とするならば、景勝対聯の類に含まれることもある。中国では、 一般的に名士が亡く
なると、墓聯を特別に作る。しかし湖北省の西南部の少数民族土家族の問では、人が亡く
64 張文崩（主編） 《釧川昼志》雲南民族出版社， 1999,p. 932 
65 張永堂（主編） 《剣川昼教育志》雲南民族出版社， 1994,p. 303 
“張金鵬・寸雲激《民居与村落一一白族茨居形式的社会人類学研究》雲南美術出版社，2002,p.9497 
26 
なると必ず、親族は墓聯・墓誌銘を作って墓に彫り、これで亡くなった人への追悼を表す
ことが伝統となっている。湖北省櫨聯協会は陸続と『建始墓聯墓志集成』 『民間墓聯墓聯
墓志続録』 『民間挽聯墓聯拾存』など墓聯に関する本を出版し、 墓碑文化における墓聯に
関する研究の空白を埋めた。67これらの墓聯は土家族文化を研究する際に重要な資料となる。
実は剣川でも墓聯の習慣は広く行われている。一般の民間人であっても亡くなると、必
ず墓聯を墓に作る。なぜ剣川では墓聯が流行しているのだろうか。この問題を探究するた
めには、白族の魔除けに関する文化を理解することが必要である。
張春継氏の 『白族民居中的畔邪文化研究一一以雲南剣川西湖周辺一鎮四村為個案』（2009
年、雲南大学出版社）は、金華鎮周辺の白族の魔除け文化を系統的に紹介する。
「人の命と力を構成する要素は三つがあると白族は考えている。それは『完乃』
（『nguaidnaid』）、 『幡璃』 （『painmait』）、 『之特』 （『zixded』）である。 『完
乃』は三つからなる。人が亡くなると、 『完乃』は分離する。 一つは墓を守り、 一つは輪
廻転生、もう一つは冥途に行く。 『幡璃』は七つからなり、人の気血を主宰する。人がな
くなってから 7日後、 『幡璃』もなくなる。 『之特』は一つだけのもので、人の欲望・意
識を主宰する。」 68
白族の「霊魂不死」の思想、によれば、剣川人は「完乃」が永遠にあると信じる。人が亡
くなると、 「完乃」の一つは墓を守り、子孫の祭杷を受けると貧！J川の人々は考える。生き
ている人間に一番大切なものは家である。そして、亡くなった人に一番大切なのは墓であ
る。対聯を墓に彫ることは、死者の生前の功績を記録するだけではなく、 「完乃」を慰め
て、子孫に幸福をもたらすこともできる。2013年の夏に、私は金華鎮郊外の墓石の生産地
梅園村に行き、墓聯の取材を行った。そこで見た墓聯の内容は以下のようなもので、あっ
た。
山川｜儲秀気，蘭桂育新枝。 （山川｜は美しさを蓄える。春蘭と木犀は新しい枝が生える。）
淑徳留宇宙，慈思蔭見孫。 （優しさは宇宙に残され、情け深い恩が子孫を庇う。）
地重祖積徳，人傑子孫賢。 （福運がある地で先祖は徳を積む。人は傑出し、子孫が賢い。）
福入居築地，後南出賢才。 （福運に恵まれる人は安楽の地に住む、後育は賢才が多い。）
江山千古秀，人傑子孫賢。 （国家は長い年月に美しく、傑出する人の子孫は賢い。）
父徳母恩永懐念，子孝孫賢紹書香。 （父母の恩徳を永遠に懐かしみ、子孫は賢い学者に
なる。）
三元及第潜龍穴，百代昌延臥虎嗣。 （三元に合格できる龍穴、後世の百代に発展する虎
岡。）
横額の「百代流芳」 （永遠に名声を残す）、「福徳永昭」（福運と徳は永遠に残される）、
「永蔭後世」 （永遠に後世を庇う）などが常用される。
剣川｜人が墓聯を広く用いることは、彼らは死後の魂が不滅になることを深く信じる。そ
67陳山漫く清乾隆至今恩施州土家族民間墓聯墓志探析一一以思施自治州建始県清民間墓志墓聯為例〉中南民
族大学民族学与社会学学院《湖北教育学院学報》，2007.7 
68張春継《白族民居中的砕邪文化研究ー一一以雲南食lj川西湖周辺一鎮四村為個案》雲南大学出版，2008,p.5 6 
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れに、貧IJ川人は因果応報や風水は後世に影響があると信じる。故に、貧lj川｜の墓聯より、 貧IJ
川｜人の死生観が窺えると思う。
以上の5種の対聯は剣川で常に広く応用される対聯である。対聯の修辞的技法の面からみ
ても、辺境にある小さい県城としての剣川にあっては、対聯の平灰や対句がよく整い、他
の内地の漢民族地域の対聯に劣らずに正しい韻律と深い思想、性を備えたもので、誇らしい。
それに対して、多くの漢民族地域では、生活の現代化が進むとともに、印刷された対聯が
市場で多く売られるようになっている。人々は手軽で便利な印刷品の対聯を多く貼る。も
ちろん剣川の市場でも印刷品はあるが、 上述した肉筆の対聯の高い掲示率から、 印刷品の
対聯は剣川では人気があまりないことがわかる。対聯印刷品の対聯は、値段は安いが、風
趣に欠け、その韻律においても時に厳密なものではないとしづ事実も客観的に存在する。
例えば、金華鎮の西門街24号に貼られた印刷品の対聯 「塑衣足食慶新年、喜笑顔開迎新春」
（豊かな生活で新年を楽しく祝い、嬉しくて顔が綻んで新年を迎える。）或いは同じく西
門街の 39号に貼られた対聯 「合家歎柴迎新春，満堂吉慶賀新年」 （家族全員が喜んで新春
を迎え、慶事がいっぱいに新年を祝う）、これらの印刷品の対聯は、対聯の基本的な規則
さえも守っておらず、一句と二句の最後の文字が同じ平音で、いい春聯とは言えない。金
華鎮で高い掲示率を示す肉筆の対聯は、印刷品の対聯と違い、文学的表現の技法・思想性
などその質を重んじたものである。これを掲げる人々の意識の中では、家の顔としての大
門に貼る対聯は、何度も練り直して風雅なものとすることが必要である。
対聯文化は剣川人の一生を貫き、剣川｜人の日常生活に深く定着し、欠くことのできない
大切な一部分となっている。貧IJ川では、対聯は単に春節の飾りではなく、 深い民俗性を内
包する言語表現として、各種の情報を社会に伝える。全国の多くの地域では、対聯はただ
の新年の記号として、内容・形式などが重視されなくなっているが、貧IJ川では、対聯はも
ちろん新年の記号には違いないが、しかしその記号は、伝統的な歳事を喜ぶ雰囲気をかも
しだすだけでなく 、地元の民俗と深く関わる地域的な個性に富んでいる。春聯 ・喜聯・挽
聯・伝家対聯・墓聯は、伝統的な役割を果たす以外、貧IJ川独特の民俗内容を付与され、活
用され、剣川ならではのユニークな記号性を発揮している。
1.対聯と門神画の関係
1 1年画とは
第三章 対聯と門神画の組み合わせ
『中国民間年画史図録』によれば、年画は中国画の一種、中国古代の門神画から由来する漢族
民間芸術ジャンルで、ある。中国の民衆の間で、春節あるいはめでたい慶事に際して、家の門扉や
室内の壁に年画を貼って飾る。新年に家運隆盛・商売繁盛・五穀豊穣など様々な願が託される年
画は中国庶民に広く親しまれる6¥
69王新村（編）《中国民間年画史図録・上》 上海人民美術出版社， 1991.p.1-3 
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歴史が長い年画は、内容も形式も多彩であり、分類方式もたくさんある。河野実氏の「年画の歴
史と技法」で、年画の種類をこのように紹介する。
「年画の種類としては、まず用途で分類すると、門の扉に貼る『門画』や寝室の扉に貼る『房門画』、
家畜の畜舎の柵の貼る『柵門画』、窓に装飾する年画として『窓画』があり、それに灯篭の飾りとして
四面に貼る『灯画』がある。まだ、画題で分類すると、門を守るものとしての『門神画』がある。『民間
諸神画』は中国民間信仰の神々を描いたものであり、『子供仕女図』は子宝に恵まれ、幸福を願う
という意味で、子供や美人画を描く。そして、『風俗節令図』は社会生活や農耕儀礼を表し、暦画を
含む。さらに『故事戯文』は、神話や物語、民間伝説などを表した年画である。」70
河野実氏の紹介は全面的であると言える。地方によっては、年画の分類や名前などが異なるが、
「門神画」は、我々中国人にはよく見慣れたものである。
1-2発生的にみた対聯と門神画との関係、
年画の最初の体裁としての門神画は、対聯と深い関係がある。第一章 (1-1）で述べた
通り、対聯は「神茶」 「欝墨」に由来する。 「神茶j 「欝墨」は対聯の由来でもあり、門
神画の由来でもある。
後漢・王充の『論衡・訂鬼』によると、先秦時代から「神茶」 「欝墨Jの像が魔除けと
して伝わっている。 『河園括地象』 『後漢書』 『風俗通－記典』 『濁断』にもこの習俗が記
載される。 「神茶j 「欝墨」は、最初には図像の形で魔除けの役割を果たし、最初の門神
である。 「神茶」 「欝塁」の他、虎・鶏の像をも門に貼り、魔除けの役割を果たしていた。
漢代の『漢書・贋川王惇』によれば、 「殿門に成慶の像があり、短衣や大袴を着て、長貧lj
を持つ。 71」という記載がある。顔師古の注釈によると、成慶は古代の勇士である。勇士と
しての成慶も門神とされた。しかし初めて「門神」の名前で登場するのが、南朝梁代の宗
慎『荊楚歳時記』である。 「絵の二神、戸の左右に貼る。左は神茶、右は欝塁。これを門
神と謂う。 72J 
唐代になると、円神として、 「秦叔宝」 「尉遅恭」と「鍾埴」が登場する。ここで、今
に到る門神画の基本的な図像が揃った。これらの門神は、肉筆画で、あって身分の高い人々
に活用するもので、あった。北宋時代は取り分け印刷（木版）技術力の発展は著しいものが
あった。その印刷文化によって、文芸的活動が活発化するとともに、今まで肉筆画で描か
れていた門神画にも木版画が登場するようになった。それは孟元老の『東京夢華録』に、
「歳暮に近づくと、 町ではどこにも門神・鍾埴・桃板・桃符・財門鈍瞳や田頭鹿馬や天行
帖子を印刷して売り出す73。」と記載されている。ここまでは門神と桃符（対聯）がはっき
70河野実 ［年画の歴史と技法」『春節の祈り 中国・年函と紙馬の世界』 那須野が原博物館 2007.p.13
71 《漢書》．其殿門有成慶董，短衣大横長剣。 ［東漢］班固撰［唐］顔師古注《漢書》（巻五十三・景十三
王伝）：其殿門有成慶董，短衣大鰐長剣…（顔師古：成慶，古之勇士也，事見准南子，非荊軒也。）中華書局
1960,p.620 
72 ［南朝］宗慎著、守屋美都雄訳注、布目潮楓他補訂『荊楚歳時記』東洋文庫 324.平凡社.1988.p.10
73 《東京夢華録ー（巻十）十二月》：近歳節，市井皆印責門神、鐘｝首、桃板、桃符，及財門鈍瞳，回頭鹿馬，
天行帖子。中華書局，1985,p.203
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り区別されている。南宋の頃になると、今までの厳めしい武人風の門神の姿に対して、官
服を着て、象牙で、作った坊を捧げる端正な文門神が登場する。元朝は 1世紀にも満たない
極めて短命な王朝で、年画は宋代の有様を踏襲し、伝えられる作品も多くなかった。明代
に入ると、版画技術が飛躍的に向上し、木版多色刷りも完成し、寓意、慶喜、駆邪、迎福
などの年画が民間に広く行き渡った。清代では年画は西洋画の構図や技法の影響を受けて
非常に高い水準に達し、その成熟した高い技術が日本の浮世絵版画の源流ともなった。ま
た明・清代に年画の制作地も全国に広がり、清代中期から天津の楊柳青、蘇州の桃花鳴、
機坊の楊家埠、四川の綿竹が年画制作の四大中心地となっていった7¥
2.貧rJ川県金華鎮の門神画
1940年代、日本の民俗学者の永尾龍造氏が著した『支那民俗誌』は雲南の門神画につい
て、 「雲南に来ると、揚子江沿岸各地の門神と少しく趣を異にして児童を携へてゐない。
しかし顔はやさしく書かれてある75。」 「雲南の円神が二様の形式がある・ーすなはち天官賜
福の姿に似たものになってゐる。それでもこれを文武二神として区別するためには、相当
に苦心が挽はれてゐるやうである760 j と紹介する。永尾龍造氏の言うとおり、雲南省は二
様の門神を貼る。この習俗は剣川｜での表現は、門の扉に武門神を貼り、門楯（鴨居）のとこ
ろに文門神を甲馬の形式で貼る。この文門神はほとんど「和合二仙77」の体裁である。例え
ば、図 4（金華鎮文照街40号）のように、門楯（鴨居）の真ん中の横額と掛銭の他に、 「和
合二仙」の文門神が貼られる。また、左右の門扉の真ん中にはそれぞれ武門神の秦叔宝と
尉遅恭が貼られる。
掛銭
（図 4 文門神と武門神を貼る家）
74樋田直人『中国の年画祈りと吉祥の版画』大修舘書店，2007,p.5
75永尾龍造 『支那民俗誌・－j]東方文化喜局， 1971,p.268269第一一五図
76永尾龍造 『支那民俗誌・ー』東方文化書局， 1971,p.268-269第一一六図
77和合二仙：漢民族の民間伝説の二人の神様、宋代から祭られる。
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2 1概念の区別
剣川県金華鎮には独特な門神画がある。その独特さはまず概念に表現される。剣川｜県金
華鎮では、伝統的門神（文門神と武門神）の他、この地に独特の「門神画」としづ概念が
あり、この概念が意味するものは、じつは伝統的な神の姿ではない。神像が不在であるに
も拘わらず、普通の「字」と「画」を合わせて、現地の漢語では、 「門神画」というので
ある。神像がなくとも神が宿るからであろう。
じつはここで 「字」と 「画」というのは、一般的には「宇帖」 「字貼」 ・「画帖」 「画
貼」と呼ばれるものであるが、剣川県ではこの概念は用語として存在しなかった。
この独特な「門神画」は、金華鎮では「門画」とも呼ばれる。しかし、区別があり、 「門
画」はその独特な門神だけを指し、 「門神画Jは伝統的門神と、字帖・画帖からなる門画
をあわせて示す。この呼称は、現地で取材した門画の制作者がすべて使っていた。一般的
に、門の通りから向かつて左の扉に「画」を貼り、右の扉に「宇」を貼る。逆に貼られる
場合もある。また、 二枚の 「画」、あるいは二枚の「字」を貼ることもある。一般的な呼
称と区別して、以下本論文中の 「門画」は、金華鎮に特別な字帖と画帖をあわせたものを
指す。
2-2金華鎮の門神画の掲示状況
さて、金華鎮の門神画は一体どういう状況だろうか。2014年の 8月に、西門街と西門外
街を対象として、家ごとに門神画の体裁について実地調査を行った。以下は西門街と西門
外街の門神画の掲示に関する量的な調査結果である。
調査項目 ＼ 調査地 西門街 西門外街
門の数 53 31 
伝統的門神を貼る門 19 （合わせて 37枚） 9 （合わせて 18枚）
「字」と「画」を貼る門 11 7 
「字」（枚） 11 (2枚が印刷品） 14 (1枚が印刷品）
「画」 12 (6枚が印刷品） 8 (3枚が印刷品）
葬式が有った家の門 5 3 
斗方 2 。
（表2 西門街と西門外街の門神画の掲示状況）
表 2は西門街と西門外街を対象として、門の数・門に貼られる門神画の種類・数などを
統計した結果を示した。この調査を通して、西門街と西門外街の門神画には、以下の特徴
が認められた。
①門神画の掲示率が高い。第二章（1-2）の対聯の調査と同じ結果であるが、対聯を貼ら
ない門ではほとんど門神画を貼らない。対聯と門神画はいつもユニットとして組み合わさ
れる。西円街では円神画の掲出率は約 57%である。そのうち、伝統的門神は約 36%、門画
は約21%を占める。西門外街では、円神画の掲出率は約 52%である。そのうち、伝統的門
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神は約 29%、門画は約 23%を占める。伝統的門神画の掲出率が門画よりやや高い。
②門画の肉筆率は高い。伝統的門神画は全部印刷品、門画は肉筆の方が多い。西門街で
は11枚の「字」があり、うちに2枚が印刷品（服喪の家で貼られたもの）、肉筆の占める
割合は約 82%である。西門外街では、 14枚の「字」があり、 1枚だけが印刷品（服喪の家
で貼られたもの）、肉筆の比率は約 93%である。西門街では 12枚の「画」があり、そのう
ちの6枚が印刷品（4枚が「梅蘭竹菊」の組み合わせ、他の2枚は服喪の家で貼られたもの）、
肉筆の「画」が50%を占める。西門外街では8枚の「画Jがあり、うちに3枚が印刷品（1
枚は服喪の家に貼られ、他の 2枚は 1軒の大門の左右に貼られていた）、肉筆の「画」は
約 62%を占める。服喪以外の場合では、肉筆の門画のほうが人気があると見える。
③斗方（正方形の紙で門扉左右に貼る掲示物）は、西門街では 2枚を見かけた。この 2
枚とも同じ家に貼られていた。西門外街では、斗方がなかった。西門街と西門外街だけで
はなく、斗方の出現率は金華鎮全体でも低い。
表 2より、金華鎮の門画は伝統的門神画と並ぶほどの高い掲出率があることが窺える。
伝統的門神画は中国の道教と漢族の民間信仰と関連して広く流行し、高い出現率は当然と
も言えよう。しかし、金華鎮のこの特別な門神画は一体どういうものだろうか。なぜこの
ような高い出現率を示すのか。まずはこの門画の実態を事例から観察してみよう。
2-3複合的なユニットとされる対聯と門画
今年（2014年）の春節にあたって、金華鎮環城北路のある家の対聯に「千円共貼迎春董，
高戸共吟祝福歌。」とあり、千円は迎春の画を貼り、万戸が祝福の歌を唱うと記す。 「迎春
画」とは門神画、 「祝福歌」は対聯を指すのであろう。この対聯は金華鎮の対聯と門神画
の実態をよく表している。対聯と門神画はいつも組み合わされたユニットとして出現する。
このユニットを通して、家の情報が窺える。また、家の状況の変化につれて、対聯と門神
画も変化する。対聯と門画の関係について、以下に 3つの例を挙げる。 （本論文で挙げた
例はいずれも 2014年の春節に現地取材したものである）
例一 ：金華鎮忠義巷4号。
（図 5 対聯と門画のユニット） （図 6 門画）
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対聯：高馬手馳因盛世，百花競放逢陽春。横額：九州同楽。
（盛世の御蔭で、万馬が争って疾駆し、陽春に逢うと百花斉放する。横額：国中が揃って
楽しむ）
字帖：韓愈の「晩春」詩一一草樹知春不久蹄，百般紅紫門芳非。楊花橘爽無才思，惟解漫
天作雪飛。
（草木は春がすぐ終わることを知っているので、 一生懸命に鮮やかな色を争って見せる。
白楊の花と檎の実は鮮やかな色がないが、雪のように空を飛ぶことで春を惜しむ。）
この七絶は春の景色に対して描写し、行く春を惜しみながら、時間を大切にして後悔しな
いように頑張る気持ちを表している。
画 ：植物が成長し、 鷺が飛んでいる春の景色。視覚から春の雰囲気を生き生きと表す。
「一年の計は春に有りJそれは中国でよく言われる言葉である。春は万物が萌え出る時期、
限りない希望をもたらす。春の光景を目にすると、惜春の気持ちは自然と沸き起こる。貧lj
川は伝統的な農業県である。農本思想は剣川人の心に根付いている。金華鎮 （金華犠）一
帯は剣川｜県の中でも土地の肥沃な地域であり、春に小麦・蚕豆・アブラナの種まきを行う。
春は剣川県の農民にとって、大切な時期である。
迎春を中心とする対聯は新年の喜びを表す。しかし、それだけでは足りない。惜春の気
持ちをも表現したい剣川人は、門画にこの足りない気持ちを託す。門画は対聯が書かれた
春の景色を再現する他に、時間を大切にする気持ちを更に説明する。対聯と門画が一体と
なって、新年を喜ぶとともに、時間を大切にする趣旨を伝えている。
例二： 金華鎮西門街8号。
（図7 対聯と門函のユニット） （図8 門画）
対：興園道稽於科皐，振家聾根植讃書。横額 ：春風墨韻。 （科学に基づいて国を振興する。
読書を根本として一族の名声を伸ばす。横額：春風は上品である。）
宇 ．春和景麗、物阜人康。 （春は柔らかくて景色が締麗。物は豊かで人が元気である。）
画：牡丹。 （牡丹は富貴を象徴する）
表現された感情から見ると、対聯は勧学を中心とする内容を表現する。 「字」と「画」
は富貴を巡るものである。 一見、対聯と門画は関係がなさそうであるが、実はこれは貧lj川
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人の精神を表現する。貧lj川は気候が寒冷で、時に食糧の収穫もままならないだけでなく、
複雑な地形のため交通も不便である。自然環境に恵まれない剣川で出世する理想的な方法
は読書、すなわち学問をすることである。漢文化を積極的に受容することにより、科挙を
通して、官途につくことは昔の剣川人が理想とした観念である。これが明清期に剣川｜で科
挙の及第者を輩出した原因で、はなかったろうか。時代は移り変わったが、この思想はいま
も剣川人の心に残されている。この家の念願は家族の一員が読書を通して出世し、 その上
で豊かな生活を実現することだろうか。門画に豊かな生活への念願を詩句で書いたり、富
貴を象徴する牡丹の図を描いたりして対聯と繋がり、その願し1を表している。
例三：葬事があった家、金華鎮上営盤巷6号。
（図9 対聯と門画のユニット） （図 10 門画）
対聯：莫道春風不解意，毎逢佳節倍思親。横額：望雲思親。 （春風は風情がわからないと
は言えない。楽しい時節になると亡くなった故人を懐かしく思う。横額：雲を眺めながら、
亡くなった親人を懐かしむ。）
字帖 ：白梅有情同我素，紅杏無縁任官春。 （白梅には情けがあり私と同じ地味な格好にな
る。 紅杏は私と無縁で、春の雰囲気をつくる。 ）
画帖 ：竹の図。そばに「竹報平安」と書いてある。
対聯は金華鎮でよく見られる普通の挽聯である。字帖の内容も一組の対聯であり、趣旨
は対聯の趣旨と同じく、亡くなった肉親への哀悼を表現する。 対聯と門画は、実は二組の
対聯となっており、金華鎮の対聯文化の「過剰化」はここでも見られる。また、剣）｜｜の門
画は、縁の辺は対聯と同じ色を飾る。普通の家は、図 5や図 6のように門画の縁の辺を赤
にする。葬事があった場合は、図9や図 10のように、門画の縁の辺は黄色、あるいは緑色
になる。縁の色から見ると、門画と対聯は組み合わされて一つの情報を提示する。画帖の
竹は、慎ましく地味で門口全体の趣旨と合致する。また、中国の南方では、 「慈竹」とい
う竹が分布し、親の思情に喰えられる。
上述した三例により、対聯と門画はユニッ ト化されることと、 このユニッ トの大体の様
子が窺えると思う。例ーでは、対聯の趣旨は迎春、門画の趣旨は惜春である。門画は対聯
の内容を具現しながら、惜春の気持ちを表現する。例二では、対聯の趣旨は読書、門画の
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趣旨は迎春と富貴への望み、両者がつながると、読書を通して余裕のある生活ができると
いう考えを表現する。例三は対聯と門画の趣旨は同じで、亡くなった肉親への哀悼の気持
ちを表現する。字帖と画帖からなる門画には、対聯に対して説明・補充、具現の役割があ
ることは上述した例から窺われる。
対聯と門画それぞれが独立して発展した現在で、も、金華鎮では対聯と門画は深く繋がり、
一体のものとされる。貧IJ川｜の対聯文化を研究するためには、対聯だけを見るのでは充分で
はない。対聯と門画との関係を総合的に研究することは貧IJ川県金華鎮の対聯文化の特徴を
解明することにつながる。以上の三つの例は特別で、はなく、このような例は西門街と西門
外街でもよく見られる。対聯と門画の関係を詳しく探究するために、西門街と西門街外を
対象として、家の事情によってユニットを分類し、ユニットの聞の関係を分析しよう。
3.対聯と門画の関係性
旧暦の大晦日、あるいは大晦日の前に、金華鎮の各戸は対聯と門神画をきちんと貼ってお
く。一般的にまず対聯を貼って置いて、そして門神画を貼り付ける。対聯や門神画を貼り
つけてから、儀式が終わった知らせで爆竹を鳴らす。一般的に春聯の内容は家の主人の新
年への希望、あるいは家の格言などである。春聯と組み合わされるのは門神画である。前
述のとおり、金華鎮では門神画は伝統的門神と字帖・画帖から成る門画の両方を含む呼び
名である。対聯と伝統的門神画の組み合わせは中国他の地方でもみられるが、対聯といわ
ゆる宇帖 ・画帖の組み合わせは珍しい。特別な事情（葬事・慶事）がない、通常の家の対
聯と門画の情報を以下の表に示す。
3-1通常の家庭
番地 対聯 画帖 字帖
西門街51号 鳥時一聾雲外曲，寒梅敷貼雪 右：梅花 左：春風大雅能容
中花。横額なし。 物。
鳥は雲街の曲を暗き、幾っか 春風は上品で万物
の寒梅が雪の花。 を育む。
西門街 66号の西 雨順風調歌歳柴，高紫千紅慶 梅花（印刷品）
隣 豊年。横額：春至大地。 ［扉は一面のみ］
気候が順調で年を謡歌し、多
彩なようすで豊作を祝う。横
額 ：春は大地に至る。
西門街 67号の東 日照華屋添春色，花飛玉案有 梅花
隣 清香。横額：室有春風。 ［扉は一面のみ］
光は部屋を照らして春色を加
える、花が机に飛んでかぐわ
しい。横額：室内には春風が
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ある。
西門街67号 伝家対聯：持家勤努宜古今， 右：竹 左：倣雪梅花寒徹
寄性田園柴養生。横額なし。 骨。雪の寒梅は試
昔も今も勤勉に家を切り盛り 練に耐えられる。
すべきだ、田園に興味を持つ
て楽に養生する。
西門街27号 伝家対聯：綿世津莫知積徳， 左：梅花 右：春光似海，盛世
振家聾還要讃書。横額なし。 知花。
子孫に福を与えるのは徳を積 春光は海のよう
み、一族の名声を伸ばすため で、繁栄している
に読書が必要である 時代は花のように
華やかである。
西門外街 18号 風和日麗春常在，人書年豊富 左：松（印刷品）
福永存。横額：万象更新。 右：梅花（印刷
気候が穏やかで春は常在す
る。人は長寿、作物は豊作、
福が永遠にある。横額：万象
が新しく生まれ変わる。
西門外街5号 仰観青山猶観不墨董，情聴流 右：牡丹 左：春神入懐
水常奏和譜曲。横額： 山水清 春の神様は懐にい
音。 る。
青山を仰ぎ見るのは不墨画を
鑑賞するようで、仰向いで水
が演奏する調和曲を聞く。横
額：山水は締麗に音がする。
西門外街 13号 棲外書聾皐子諦，門前琴韻麗 左：梅花
水弾。横額：金馬送福。 右：蘭
楼外の読書声は学生が読み、
門前の麗水は古琴の音をす
る。横額：金馬は福を送って
くる。
西門外街23号 一孔石橋千秋董，七曲流水高 左：蓮
古琴。横額：紫気東来780 右：｛弗手柑（落款
一つの橋は千秋の画になり、 の署名は「積善
78紫気東来：聖人がやって来る兆しのたとえ。白族は 「紫気東来」を家族の姓が 「超jである記号として
影壁などに掲示する。
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七曲の流水は万古の琴にな ｜人家慶有余」）
る。横額：瑞祥の気配は東か
らくる。
（表3 西門街と西門外街で通常の家の対聯と門画の状況）
表3は通常の家の対聯と門画の情報である。その特徴としては以下の点が見られる。
①対聯は韻律・様式に厳密に拘るが、門画の様式は多様である。西門街と西門外街の対
聯は金華鎮の大部分の対聯と同様に、右が上聯、左が下聯（通りから門に向かつて）のよ
うな規則を守るが、門画の形式は様々である。 「画」と「宇」を合わせる組合せ（4軒）・
「画」と「画」（3軒）・一枚だけの「画」 (2軒、大門の扉は一面のみ）、合わせて 9軒で
ある。 「字」 と「字j を合わせる例はここで見つからないが、ほかの街路上では見付ける
ことができた。一般的な体裁は左が「画」、右が 「字」 （通りから門に向かつて）である
が、逆にされる例もある。例えば、西門街27号の門画は右が梅の図、左が「春光似海，盛
世如花」の「字」である。
②「画」の内容は、ほとんど草木、特に梅が一番多く描かれる題材である。また、 「画」
の内容は必ずしも春の幸とは限らず、縁起の良いものは使える。 「字」の趣旨は春意を中
心とする。門画の 「画」に最もよく見られる題材は梅で、 9軒の内の 6軒で梅の図が貼られ、
2/3を占める。次は竹・松・牡丹・蘭・蓮・｛弗手柑である。そのうち、竹・松・蘭が素朴で、
服喪をする家でも使える。題材の内容は季節的なものに限らず、縁起の良いものは使える。
例えば、イ弗手柑は冬に実り、蓮は夏に咲くが、西門外街 23号ではこれをあわせて掲げる。
「字」の趣旨は春意を表す。 「宇」が貼られた 4軒の家では、いずれも短い詩句とする。
西門街と西門外街では、 「字」の内容が詩・詞・対聯の全編を記載する例は見つからなか
ったが、金華鎮内ほかの街路ではある。
③9軒の内で、 6軒の門画の内容が対聯と密接に関連するもので、あった。つまり、対聯の
書かれる情景・景物・精神を、門画は再現する。西門街 51号・西門街 66号の隣家・西門街
66号の隣の隣・西門街 67号・西門外街 18号・西門外街 13号では、門画は対聯が書かれた情
景・景物・精神をなぞ、って再び表現する。例えば、西門街51号の対聯は「鳥時一聾雲外曲，
寒梅敷貼雪中花。」この対聯は梅花を詠んだのであるから、それに応じて、この家の門画
には梅花が描かれている。他の 3軒（西門街 27号、西門外街 5号、西門外街 23号）は、
門画の内容は対聯とは直接的には関わらずに、また別の趣旨を表現している。例えば、西
門外街23号の対聯は「一孔石橋千秋董， 七曲流水高古琴。」 という門外の締麗な風景を称
える対聯であるが、門画はそれと関係がない仏手柑や蓮を描いている。
3-2葬事があった家
剣川では、葬事があった家は必ず服喪する。服喪の一年目は白紙で書いた対聯を貼る。
二年目から三年目は黄紙、緑紙と JI慣に変える。四年目は服喪明けで、紅紙で書いた対聯を
貼る。服喪期間には、伝統的な門画を貼らない。服喪期間の対聯と組み合わされるのは服
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喪の門画である。
番地と対聯の色 対聯の色 対聯 画帖 字帖
西門街 64号の 黄色 守制難回佳節曜儀，思親不忘奮 左：蘭 右：望雲思親。
西隣（番地がな 時情。横額：常懐晴恩。 雲を眺めて親人
し＼） 制度を守って嘉節の喜びに応 を懐かしむ。
じにくく、親人を懐かしんで昔
の思情が忘れられない。横額：
育ててくれる恩情をいつも懐
かしむ。
西円街68号 黄色 莫道春風不解意，毎逢佳節倍思 右：松 左：佳節思親。
親。横額：来恩堆振。 （春風は 嘉節に親人を懐
無粋とは言えなく、嘉節度に親 かしむ。
人を懐かしむ。横額：親人に思
返ししがたい。）
西門街34号 赤色 見孫巳蓋三年孝，親恩百世縮、難 左：集福（福を集
忘。横額：除服大吉。 める）
子孫は＝年の服喪をしたが、親 右：迎鮮（吉祥を
人の恩情が百世でも忘れられ 迎える）
ない。横額：除服は大吉。
西門街 24号の 白色 思似海深悔未報，涙知泉湧苦難 凄風苦雨
西隣（番地がな 言。横額：慈顔難見。 酷い風や雨
し、） 恩情は海のように深いが、 J恩返
しし難いのは悔しい。涙は泉の
ように湧き出て、心の苦しさが
言えない。横額：親しい顔は二
度と見ることが出来ない。
西門街4号 緑色 志如松柏潔知竹，言可経論行可 右：山 右：王昌齢の「出
師。横額．父徳難忘。 高水 塞」詩：
志は松の強く、高潔な品質は竹 長図 秦時明月漢時
のようである。言葉は独特な見 関，万里長征人
解を含んで品行が模範である。 未還。
横額：父の徳が忘れられない。 但使龍城飛賂
在，不教胡馬渡
陰山。
秦時の明月は漢
の闘を照らし、
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万里長征をする
人は未だ帰ら
ず、もし龍城の
飛将がいるな
ら、夷秋の馬に陰
山を越えさせない
のに。
西門街1号 白色 斜陽残落将軍第，賓婆79急況百 左：草木
歳入。横額：実天間極800 右：皆悲
夕日は将軍第に照り、宝妻星は
百歳の老人を連れて沈む。横
額：親の思情は重い。
西門外街6号 黄色 思親難牧妻見涙，望雲不忘手足 左：望断
情。横額：梅同我素。 右：白雲
雲を眺め、兄弟聞の深いよしみ
を忘れられない。親人を懐かし
く思い、 家人の涙が止められな
い。横額 ：梅花は私と同じ地味
な格好をする。
西門外街4号 緑色 莫道春風不解意，毎逢佳節倍思 左：思親
親。横額：守制讃躍。 右：佳節
春風は風情がわからないとは
言えない。楽しい時節になると
亡くなった故人を懐かしく思
う。横額：制度を守って礼儀が
知る。
西門外街 13号 黄色 莫道春風不解意，毎逢佳節倍思 左：竹 右：王安石の 「元
の東隣（番地が 親。横額は見あたらない。 日」 言寺 ： 
ない） 春風は風情がわからないとは 爆竹声中一歳
言えない。楽しい時節になると 除，春風送暖入
亡くなった故人を懐かしく思 屠蘇千円万戸
フ。 瞳瞳日，総把新
桃換旧符。
爆竹の声中に旧
79賓婆：星の名前、 宝婆は女神のことを指す。
80美天岡極：原意は空の広いことを形容し、後に親の恩情が重いことを指す。
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年が過ごした、
春風は暖を送っ
て屠蘇に入る。
千円万戸はきら
きら日光を浴
び、総て新桃を
旧符に変える。
（表4 西門街と西門外街で葬事があった家の対聯と門画の状況）
表 4は西門街と西門外街での 8軒の服喪中の家と 1軒の服喪明けの家の対聯と門画の情
報である。その対聯と門画の特徴として、以下の点が見られる。
①対聯の内容は、大体固定されている。服喪一年目の対聯の内容の悲哀は最も重く表現
され、二年目と三年目と次第に悲哀は薄らぐ。二年目と三年目の対聯の字句が同様になる
場合もある。例えば、西門街 68号（服喪の二年目の黄色の対聯）の字句は、西門外街 13
号の隣の家（服喪の二年目の黄色の対聯）や西門外街 4号（服喪の三年目の緑の対聯）と
同じである。服喪明けの家は対聯の文言もおよそ類型的なもので、 「見孫己壷三年孝，親
恩百世纏難忘jなどがよく用いられる。
②門画の様式や題材も拘っている。服喪の家の門画の形式には二種あり、 「画」と「宇」
を組み合わせたものと、 「字」だけのものである。西門街と西門外街の服喪中の 8軒のう
ち、 4軒は「字」・「画」両方の体裁の門画を貼り、 全体の半数を占める。残りの半分は二
枚の 「字」からなる門画を貼る。 「画」が貼られた家の 「画」の内容は蘭、松、 「高山流
水」 （水墨画）、竹という素朴で品格が高潔な植物と風景で、華美なイメージを避けてい
る。 「宇」の内容からみると、白い対聯を貼る 2軒では 「凄風苦雨」、 「草木」 「皆悲」
という悲哀感にみちたもので、黄色と緑色の対聯が貼られた家の 「字」は 「佳節思親」 「望
雲思親」などの四字句で、悲しみの表現もいく らか穏やかなものとなっている。 服喪明け
の家の門画は、二枚の 「宇」からなり、 「否極」 「泰来」、 「集福」 「迎祥」などである。
2軒の服喪の家では詩文を内容とする 「字」が貼られている。それぞれ、王昌齢の「出塞」
詩と王安石の 「元日j詩である。王昌齢の 「出塞jは戦争のために辺境の兵士が家郷に帰
れず、愛する人と会えない悲しい感情を表現する。西門街 4号の家は 「出塞」詩が表す悲
しい感情と水墨画の「高山流水」と組み合わせ、亡くなった人への思念の感情を表現する。
王安石の 「元日」詩は新年を迎えた喜ばしい気分を表現しているが、墨で白紙に書かれて
いて、見るものに素朴な印象を与える。
③門画の内容は、対聯が表現する主題を際立たせるようにするものが多いが、悲しさや
懐かしみの他に、新年を迎えることを主題にした題材も混じる。西門外街13号の東隣の家
（番地がなし、）は王安石の「元日」詩と竹の図を組み合わせ、服喪中の家として迎春の喜
びを控え目に表現している。しかし、この 2軒で対聯による情報が示されなければ、服喪
中であることは門画だけでは判断し難い。このように、 対聯には、家の内外の接点と して
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の門口という場面で、家内の情報を外界に伝えるうえで主要な役割が与えられていること
が見てとれる。
3 3婚事があった家
番地 対聯 画帖 字帖
西門街35号 一封新人一代新風，雨門多喜 二枚の「喜」
雨門多福。横額 ：花好月園。
この新郎新婦は新風がある。新
郎と新婦の実家とも慶事や福が
多い。横額：円満な幸せ。
西門外街22号 化雨春風蘇寓物，巧姑新婦睦 二枚の「喜J
千家。横額：恭賀新婚。
雨となった春風は万物が蘇る
ようにする。器用なお嬢さんがお
嫁になってくれ、千家と睦まじく
やって行ける。
副聯：牒麟在左，獅子居右。
願麟は左、獅子は右にいる。
西門外街21号 驚鳳和鳴蓮花並帯，重量麟81瑞葉 二枚の 「喜」
玉樹連枝82。横額 ：イ圭偶良縁。
一緒に鳴る鳳風と一本の茎に
咲く二輪の蓮の花、玉の葉にある
雌のキリギリ スと根は異なるが
先で、つながる樹枝。横額：睦まじ
い夫婦の良縁。
副聯：麟麟在左，獅子居右。
麟麟は左、獅子は右にいる。
（表5 西門街と西門外街で
婚事の場合、門扉には伝統的な門神を貼らず、 2枚の 「喜」の「宇」に変わる。 対聯と門
画は上述した通常の家や服喪中の家より簡素である。門画の二枚で 「字」は、喜聯に応じ
て婚事の主題を提示し、喜ばしい雰囲気を盛り上げる。
西門街と西門外街の対聯と門画の組み合わせの観察から、以下の結論を導くことができ
る。
①対聯と門画は一種のユニットであり、しかもこのユニットは家の事情によって変化す
81議麟：才能に富む女のたとえ。
82鷲鳳和鳴、蓮花並帯、玉樹連枝とも仲のむつまじい夫婦のたとえと して使う。
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る。金華鎮の人々は対聯と門画を同時に貼り、家の念願・感情などを詳しく表現する。通常
の家は、春聯と通常の門画を貼る。もし、葬事と婚事があったら、対聯と門画も事情に従
って変化する。
②門画は対聯に対して、補充・説明・具現化の関係がある。対聯と門画の趣旨は、同じで
ある場合が多いが、相違する場合もある。春聯を例として、主人は対聯の趣旨に関わる景
物などを門画で具現化することが多い。しかし、門画に描かれた景物やその景物が象徴す
る精神は対聯の趣旨と関わらない場合もある。この場合の主人は自分が最も表現したい趣
旨を春聯に書き込むが、感情が豊かな剣川人にとって、 一つの趣旨では全体の感情を表現
し難い。従って、門画は補充・説明・具現化の手段として、春聯と組み合わされる。特に、
剣川人は自分の意識を強く対聯で表現する傾向があり、 春聯の春意が足りないと感ずる場
合が多い。その時、春意満々の門画が貼られると、主人の意識が中心とする対聯と組み合
わせ、全体の感情が表現できる。
③対聯と門画のユニットにおいて、対聯は主要なもの、門画は副次的なものと位置づけ
られる。金華鎮の対聯や門神画の調査で、対聯と伝統的門画・対聯と門画・対聯と斗方の
組み合わせが見られる。つまり、対聯は常に必要なもの、門画は個人の選択によるもので
ある。また、ある服喪中の家では、迎春を主題とする門画をも貼られていた。例えば、西
門外街 13号の隣家（番地の表示がなし、）の門画は、王安石の「元日」詩と竹の画を組み合
わせ、迎春の気持ちを素朴に表現する。こうした例では、対聯を見なければ、服喪中にあ
る家の状況を門画からは判断し難い。このように、対聯には情報を外界に伝える一番重要
な役割が見られる。さらに、対聯は大晦日に必ず張り出すものであるが、門画はそれに拘
らずに旧正月の一日（初ー）または二日（初二）に張り出してもよいとされている。
④門画の内容は多様であるが、対聯に制約される。門画の内容は必ずしも対聯が表現し
た情景・景物・精神をなぞ、ったものにするとは限らず、異なることも可能である。しかし、
対聯の一番基本のテーマに制約される。挽聯は、亡くなった肉親への追悼の気持ちを表現
する対聯であり、質朴な山水図あるいは追悼の気持ちを中心とする宇帖の門画と似つかわ
しい。迎春の気持ちを表現する門画を挽聯と組み合わせることはできるが、この迎春の気
持ちの表現は当然控え目なものとなる。また、服喪期間の2年目、 3年目の挽聯に、迎春の
気持ちを控え目に表現する門画を組み合わせることはできるが、服喪の一年目の挽聯に迎
春の気持ちを表現する門画を添えることはできない。門画の内容は、対聯に制約される。
金華鎮に独特な門画がいつ頃から始まったかという点については、私は文献資料にあた
ったが、明確な記録を見付けることができなかった。今回私は金華鎮の対聯関係者数人に
この点を尋ねたが、単に 「昔からずっとあるものだJという答えが多かった。剣陽書画協
会の張旭東さんは 「金華鎮の門画は清代中期から始ま り、 清代晩期に盛んになった」 とい
う。 『中国民間故事全書 雲南・剣川巻』には、清末の文人政治家越藩が門画を描いたとい
う話を載せる83。これらのことから、遅くとも晩清には金華鎮の門画が習慣として定着して
83白庚勝（編） 《中園民間故事全書 雲南・剣川巻》知識産権出版社， p.309 
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いたと私は推測する。また、 門画の発生は、服喪の家と関連すると思う。大理地方では、
服喪中の家には伝統的な門神が貼られないことになっている。そうすると、服喪の家の門
扉は空虚で寂しげに感じられる。服喪の家の文人は宇帖・画帖の体裁の門画を貼りだした。
周囲の人々もその趣向を評価して受け入れ、通常の家でも模倣して貼りだした。 こうして
字帖・画帖の形式の門画が金華鎮で流行してゆき、新形式の門神とされていったのだと、
経緯を推測する。
金華鎮の対聯と門画のユニットが、街巷の文学作品として春節に貼り出される目的は、
やはり街行く人に、読者としてこれを読み鑑賞してもらうことである。このユニットの発
生と流行には、読者の受容や支えを欠くことが出来ない。
「受容美学」は作者と作品と読者との三者の関係を重視し、読者の文学作品の理解、ま
た説明的・模倣的・再現的な行為を文学史的現象として検討している。
60年代後半以降、ドイツ・コンスタンツ学派のヤウス84などによって提唱された受容美学
理論は『接受美皐輿接受理論』という中国語訳された論文集などを通して 1987年以降中国
にも紹介される。その後、ヤウスなどの受容美学理論研究の代表作に対する解釈と評論の
著作は、復且大学の朱立元教授による『接受美皐』を代表として中国でも続々出版されたB¥
作者と作品と読者との関係で、読者は受動的に作品を受け入れるのではなく、読者には
能動性があり、作品を再生産の能力があると受容美学は考えている。 「作者、作品、公衆
という三角形のうち、公衆は受動的な部分であるばかりか、つまり単なる反応の連鎖をな
しているのではなくて、逆に歴史形成のエネルギーにもなっている。文学作品の歴史的生
命は、その受取人の能動的な参与なしには考えられない。すなわち、読者の仲介があって
初めて、作品は、 一種の連続を保ち、絶えず変化する経験の地平の中に入っていくのであ
る。 86」ヤウスは読者が作品に対しておよぼす重要な作用を肯定する。金華鎮の対聯と門画
のユニットは、たくさんの読者によって受容されてきたし、今も盛んに行われている。特
に春節の「観対聯j の習慣は、各家の対聯や門画を、街の人々が公衆的に鑑賞し、評価す
るものである。読者が作品を解読したり、評論したりすることで、作品の意味が付与され
る。同時に、作品を読んだ読者は自分の想像を加え、更に新たな作品を作り出す可能性が
ある。
対聯と門画の関係では、門画の制作は対聯の影響を深く受けると前に論述した。この影
響は、実は対聯が読者に読まれ、受容してから、門画の形式で映される。つまり、門画の
制作者は対聯の読者として、門画を制作する。私は金華鎮で有名な三人の門画の制作者を
取材した。彼らの作品を通して、門画と対聯の受容的な関係性を観察し、金華鎮での対聯
84 ヤウス（HansRobert Jauss、1921～1997）はドイツの文学理論家。コンスタンツ学派の代表的理論家。
文学作品において、読者の解釈を重視する 「受容美学」を提唱。著 「美的経験と文学的解釈学」 「挑発と
しての文学史」など。
85朱立元《接受美学》上海人民出版社， 1989，序文
86ハンス・ロベルト・ヤウス著、轡田牧訳『挑発としての文学史』岩波現代文庫，2001,p.29-30 
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と門画というユニットの流行の内的な原因を探究しよう。
4. 門画から対聯の受容を見る
4-1湯貧！Ji昆氏の作品
湯剣吉昆氏は、2014年現在 26歳、白族、雲南芸術学院の絵画専攻を卒業。今は金華鎮の公
務員をやっている。彼の父は絵画を独学して上手に描く。湯剣鍵は小さい時から、父の影
響を受けて絵画に興味をもちつづけてきた。 「対聯と門画は一体です。私の門画は、父か
ら習いました。父は素人画家ですが、父の教えでは、門画と対聯は必ず関連があるといわ
れました。」去年（2013年）春節の彼の家の門画は、彼自身が創作した作品であり、対聯は手
もとの対聯集から引いて書き記された。
議都鳥
鱗士普
，事？燐
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量門管｛
（図 11 対聯と門画のユニット） （図 12 画帖） （図 13 字帖）
対聯：爆竹千替歌盛世，紅梅寓黒占報新春。 （爆竹の音は繁栄している時代を唱え、紅梅は新
春が来ることを伝える。）
字帖：天増歳月人増書，春満乾坤福満門。 （天は歳月が増えて人間は寿命を伸ばす。春は天
地を満たして福は家に来る。）
画帖：春満人問。 （春は世間を満たす。）
門画の「画」は草が生えたり、鷺が飛んだりする春の風景を画き出す。門画の「宇Jは
湯氏が一番好きな対聯だという。 「門画は対聯に書かれるものと関連します。」 という彼
の言葉からすると、門画の赤い花は、対聯の「紅梅高貼報新春」の紅梅を描いたものだろ
つ。
湯氏は持っている対聯集から気に入った対聯を選んだ。対聯テキス トは、読者である湯
剣鍵さんに一定の内容的な骨組みを提供する。つまり、彼は対聯テキストが表現する意味
を基本的に了解する。しかし、対聯テキストには、その限られた字句のなかにその簡略さ
のゆえに、たくさんの不明な点あるいは多様な解釈を可能にする暖昧な点をもっ。湯氏は
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自分の経験や趣味などで、対聯テキストの不明な点を明確なものにし、つまり対聯テキス
トに自身の解釈を与える。この解釈は、インガノレデンによって「具現化87」と呼ばれる。具
現化は認識のプロセスである。湯氏が創作した門画は具現化の所産である。なぜ対聯の読
者は門画の形式で対聯の具現化を表現するのだろうか。文学テキストには、 読者の想像を
刺激して能動的に作品の不明点と暖昧点を埋める動力がある。 これを文学テキストの 「召
喚性88」という。対聯は中国の特有な言語芸術として、詩歌の特徴を継承し、表現技巧では
形象性を強調すると同時に、言語の精錬を重視する詩的表現である89。この詩的表現は読者
に対する強し、召喚性をもっ。対聯テキス ト中の「爆竹」 「盛世」 「紅梅」 「新春」は読者
に形象性の強いイメージを提供し、読者の脳裏に図像を浮かばせる。しかし、 「爆竹j 「盛
世」 「紅梅」 「新春」の具体的な詳細は想像に任されており、イメージの可能性は大きく
拡がっている。また、読者の想像は、読書行為のリニア的な進展を追って展開してし、く。
「爆竹」から「盛世jへ、そして「紅梅」から 「新春jへと、連続的に場面を脳裏に切り
替えてし、く。そしてこれらの場面を繋げて最終的に一枚の図柄としてまとめる力を読者は
持っている。これらの諸要素は対聯テキストの召喚性として、読者としての湯氏の想像を
刺激し、テキストの不明な点を明確とし、 自分の解釈が形成され、具現化される。そして、
この解釈は門画の形式で表現される。また、湯氏が制作した円画は対聯と組み合わされて、
新たな複合的なテキストとなる。このテキスト（ユニット） は読者に読まれることによっ
て、文学作品としての生命を獲得していく。 また、この複合的なテキストの読者たちは、
これに触発され、これに呼応して重なりあうイメージの上にまた新たな作品を再生産する
可能性をもっている。
4-2張旭東氏の作品
張旭東氏は、 2014年現在40歳、白族、専科学校を卒業。今は剣川県供電公司で働き、同
時に地元の剣陽書画協会の秘書長を兼ねる。彼は 5歳から絵画を勉強し、 毎日1時間を割
いて画を描く。 2012年頃から、豊子慢の漫画に影響され、水墨画から細密画に転じる。彼
の作品は金華鎮の街角の家々の門前で多く見られる。春節の数ヶ月前から、彼の描く画を
求める親友が殺到する。 「門画と対聯は組み合わされたものです。一般的に対聯をまず決
めてから、門画を決めます。門画では主人の家の家風や文化的蓄積を十分に表現したいの
ですが、門画と対聯も関連するのが一番良い。 J 「豊子憧の画は生活に密接しているので、
田舎暮らしの情景を描くことを通じて素朴な感情を表現できます。門画の内容は必ず家風
87インガルデ、ンが 1964年『英国美学雑誌』で発表した「芸術的価値と審美的価値J中の概念。 作品は一定
の骨組みが決められるが、内的に不明点がたくさん存在する。読者による作品の不明点を明確にすること
は作品に対する「再建jあるいは「具現化」である。朱立元《接受美学》上海人民出版社，1989,p. 372 378 
参照
88イーザーが 1970年に発表した 「テキストの召喚構造」中の概念。テキス 卜の不明点・1愛昧点と、各語葉
を繋げる可能性と、読者の習慣や認識と対立するところから、読者を刺激してテキストに具現化をする動
力。朱立元《接受美学》上海人民出版社， 1989,p. 111-131参照 ヴオノレフガング・イーザー（WolfgangIser、
1926 -2007）はドイツの文学研究者、英文学者。受容美学の提唱者。
89楊大方《封聯論 文化語吉撃視野下的研究》中央民族大事出版社，2011,p.134 
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や文化的蓄積に相応しいものでなければいけない。」 「大晦日にまず対聯を貼って、そして
門画を貼ります。」張旭東氏には金華鎮の門画の専門家として独自の見解がある。
作例 l
（図 14 対聯と門画のユニット） （図 15 門画）
対聯：門迎嘆日財源贋，戸納春風吉慶多。 （横額は見られない。）
｛会1芽お＠，
金色きそ大
包 帯ミ
イみ 熱意
資tl京
号~· l ' ~ 
（門は朝日に向かつて財源が豊か、家は春風を受け入れて慶事が多い。）
宇帖：室有尊事門無車馬，家食奮徳農服先時。
（家には祭礼に用いる道具があるが、門外には馬車がない。先人の恩恵を継承し、先人
が残した畑を耕す。）
甲骨文の書体で書かれた字帖は、この店が「世家」であることを強調し、金儲けをするば
かりではなく文学的教養をも備えていることを示そうとする。
画帖：この店を中心とする風景画。店の前に人が通って、 店の外に掛けられる械は店の名
前「敵陽布札」と書かれている。日常生活の風景に安定した社会や商売繁盛のイメージが
込められる。
自然経済を長期に主導的経済として発展した剣川地方は、儒家文化をよく受容し、道徳
を重視し、表向きには金銭には目もくれない態度を採る風習がある。 「詩書門第」 （読者
人の家柄） 「耕讃惇家」 （農耕と読書は家に代々伝わる）の観念が剣川人の心に深く入り
込んでいる。こういう風習は商品経済の発展を制約した。しかし改革開放後、私有経済は
集団経済と国営経済とともに急速に発展していき、今の金華鎮では、街中に至るところに
商店がある。上図 14,15の対聯と門画は、永豊南路の布細工の店一欧陽布紫店のものであ
る。
門の両側に掲げられる対聯は、迎春の気持ちゃ商売繁盛の願いを表す。その感情はとて
も素朴であるが、ちょっと俗っぽいとも思われる。甲骨文の対聯の字帖と風景画の画帖か
らなる門画を上品な飾りとしながら、商売の内容の紹介にもなっている。気持ちを完全に
表すためには、対聯と門画は両方とも重要で、いずれも欠けではならないと言える。この
門画は、主人が張氏に依頼して特別に作ってもらったものである。張氏は主人と親友同士
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の関係で、主人の家の事情をよく知っており、門画は主人の家の情報と深く関わるものと
なっている。
作例2
（図 16 対聯と門画のユニット） （図 17 門画）
対帖：春返神州許展童巻，馬騰盛世入詩篇。
（春は神州、｜に戻って絵巻を繰り広げる。馬は繁栄している世界を疾駆することを詩篇に
記入する。）
字帖：杜甫の「絶句二首其一」 ：遅日江山麗，春風花草香。泥融飛燕子，沙暖睡鴛驚。
（春の江山が締麗、春風が吹いて草花は良い匂い。泥が溶けて燕は飛んで、温かい沙で
鴛鷲が寝ている。）
画帖：春色満園図
忠義巷 l号の主人組錫光さん（38歳）は、張氏の同僚である。対聯は彼が手もとの対聯
集から引し1て書き記された。 「午年ですから、馬に関する対聯のほうがいいと思って、こ
の対聯にしました。 j越さんはこう言った。 門画の 「画」は婦人と子供が巷を歩み、後ろ
の家から茂る花が咲く情景を描きだす。この 「画」と一致することとして、越さんの家に
は果樹園があり、各種の果実が春に茂る。それは対聯テキスト中の「董巻」の具現化であ
る。門画の「字」は春の風景を描写し、 「画」の内容を説明して、惜春の感情をよく表現
する。対聯は普通の春聯として、どの家でも適合するかもしれないが、門固と合わせると、
越さん宅なりの、特有の組み合わせとなっている。
張氏の話しによると、対聯を選定することがまず先決で、あって、それから門画の制作を
する。彼は対聯の読者である同時に、門画の制作者でもある。彼は以上の 2軒とも知り合
いなので、相手の状況をよく知っている。また、彼は地元の人として、金華鎮の田舎生活
に身をおいて経験しているので、門画には金華鎮での暮ら しと密接する場面を描き、昔の
田舎生活の記憶を喚起して作品の親和力を増すのである。
張氏は欧陽さんの店舗用に門画を制作するために、まずは欧陽さんが用意した対聯を読
む。だがそれ以前に、彼は自分の経験・知識・趣味・素質など、ヤウスが言うところの「期待
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の地平90」を具えている。 「ジャンルの前理解から、作品の形式と主題から、詩的言語と実
験の言語の対立から、期待の地平が生じる。91」 「受容活動が始まる前に、読者は自分なり
の『期待の地平』をもっ。つまり、テキストに対する独特な意向（心理反応や個別読者の
主観的理解より高い意向）がある92」、期待のまなざしは読者によるテキス トの解読に影響
を与え、受容の結果を優先的に一定の方向へ導く。張氏は欧陽さんの店舗の対聯（対聯の
種類・目的）・欧陽さんの情報（家柄・人柄・商売の内容）などを知っている。これらの要素
は彼の対聯テキストの受容を、一定の方向へ導く。また、彼は豊子惜の画風に深く影響さ
れ、また金華鎮の昔の生活に郷愁を感じている。色々な要素が作用し、張氏は欧陽さんの
店舗の対聯を具現化し、これが豊子憧の画風の門画で表現された。
4-3李鶴仙氏の作品
李鶴仙氏は、 2014年現在51歳、白族、学歴は高級中学卒業。貧lj川県金華鎮の有名な芸術
家として知られ、白族学会の秘書長でもある。一番得意なのは牡丹と梅花の絵画で、書も
得意である。 「門画と対聯は組み合わされたものですが、必ずしも関連があるとは限らな
い。」 「対聯の即興性はとても大事です。わが家の対聯は毎年、私自分で創作するのです。」
という。
作例 l
（図 18 対聯と門画のユニット） （図 19 門画）
対聯： 仰観青山猶観不墨董，情聴流水常奏和譜曲。横額：山水清音。
（青山を仰ぎ見れば墨を使わずに書いた画を鑑賞するようで、 頭を垂れて水が演奏する
調和の曲を聞く。横額： 山水は清らかな音がする。）
字帖：春神入懐中。
（春の神様は懐にいる。）
卯「期待の地平Jとは、 文学の受容活動で、読者が身につけた経験・趣味・素養・理想など総合的に形成主れ
た文学作品に対する鑑賞の要求と鑑賞’の水準。読書行為中には潜在的な審美的期待として表現主れる。朱
立元 《接受美学》上海人民出版社， 1989,p.15 
91 H・R・尭斯・R・C・重投勃著、周寧・金元普訳 《接受美撃与接受理論》 遼寧人民出版社，1987,p.28 
92 同前
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画帖：牡丹
上図 18,19は李氏宅の対聯と門画である。彼の家の大門に貼られた対聯は彼が春節前の
数日に、家に帰る途中聞いた、水のせせらぎの音をきっかけに作ったという。対聯の中の
「青山Jは西辺の金華山、 「流水」は金華山から流れ出て、めまぐるしく道の左右に流路
を変える側溝となって西門外街と西門街の家々の前を流れ下る。李氏のこの対聯は、住家
をめぐる地理環境を中心として、門外の美景を称える対聯である。即興的に作られた対聯
だから、表現としてすべてを周到に考えたものではなく、春聯としての新春を言祝ぐ春意
が足りない。春の牡丹や春意を含んだ書を加えると、足りない春意を埋め合わせることが
できる。
作例2
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（図 20 対聯と門画のユニット） （図21 画帖）
対聯：十分春色輝天地， 寓馬暗花入董園。
（春色は天地に輝き、万馬が噺くことは絵に画かれる。）
字帖：忽知一夜清香殺，散作乾坤寓里春。
（一夜に香しくなり、天地に散らばって万里の春とする。）
画帖：梅花
対聯は春色と干支の午年をつなげて、迎春の喜びを表現する。門画の 「画Jは紅梅であ
る。 「字」は元代画家・詩人王賓の作 「白梅」の詩句である。白梅は一夜に花開いて香し
いことを描写し、白梅の昂ぶっている気持ちを表現する。 「画」の紅梅は、 「字」の白梅
と異なるが、いずれも梅として上品な品格を象徴する。門画は対聯の 「十分春色」をとて
もよく描きだしている。
以上は李鶴仙氏が創作した門画の二例で、ある。 「門画と対聯は組み合わされたものです
が、必ずしも関連があるとは限らない。」と言った彼は、対聯と門画の内容的な連関につ
いては、強調していない。また、彼は友人のために門画を制作する時には、相手の用意し
（図 22 字帖）
49 
た対聯を読まずに、門画を制作する。そうなると、対聯について顧慮、を加えずに門画が制
作されることになり、門画は対聯と受容的関係を持たないかのように見える。しかし実は
そうではない。読者がテキストに解釈を与えた結果から具現化がなされる。読者によって
はテキストに与える解釈が異なる。しかし、読者がテキストに与える解釈の可能性は、テ
キストが提供する再生産の可能性の限度を超えるのは不可能である。門画作者としての李
鶴仙氏は服喪中の家に、牡丹の門画を描いてあげる訳にはし＼かない。 「関係がないj と言
った李氏の言葉の本当の意味は、対聯に記入される景物は円画の内容と一致したものでな
くとも良いということである。
また、金華鎮では李鶴仙氏の門画が多くの家に貼られているのを見るが、描かれている
題材はここで揚げた二種（牡丹・梅花）しかない。金華鎮の人たちは、李鶴仙氏が制作した
門画を熟知している。したがって、自分の用意する対聯とマッチングさせることは容易で
あるので、彼に依頼して、予想する通りの門画を手にすることができる。牡丹と梅花は、
いずれも春の花で、しかも縁起のいい景物である。それは一般的な春聯の趣旨にそったも
のであるから、組合せに不具合は生じないのである。
以上に挙げた三人の制作者が制作した門画は金華鎮で人気がある。春節の前に、門画を
求める人が三人の家に押し寄せる。三人の制作者は懸命に門画を求める人の依頼に応じて
制作にあたる。しかし、門画の制作はそれほど簡単なことではない。特に張旭東氏の門画
の場合は、彼が対聯の内容とその門画を求める家の歴史などを結び、つけて制作するので、
かなりの手聞がかかる。
（図 23 門商を売る店の店先）
（図 24 字帖を書く楊大明さん）
金華鎮では湯貧lj昆氏たちがそうしているよ
うに、自分で門画を制作することが望ましい
とされる。しかし、皆がすべて上手に描ける
わけではないことは勿論である。自分でうま
く書けず、知り合し、からも門画を描いてもら
えない人もいる。そんな場合は、門画を対聯
書きの店や屋台からも購入することができる。
前に紹介した対聯書きの楊大明さんは、自分
の肉筆の様々な門画を売っている。私の取材
によると、楊大明さんが売っている門画の
「画」は、梅・蘭・竹・菊・蓮・松・山水を主な画
題としており、 「字」は彼が古典詩文から抄
録した、めでたい意味の詩句である。これら
の門画の買い手は、自分の家の対聯にふさわ
しい門画を買う。このことは、買い手が自宅
の対聯の最初の読者としてとる、対聯に対す
50 
る二次的なアクションであるといえる。買い手は、自宅の対聯を受容・解釈して、自分の
解釈に合致した門画を探す。
以上の考察で、金華鎮の対聯と門画のユニットに関して、対聯の門画に与える影響、お
よび門画の対聯からの受容を、受容美学の視座から分析した。 対聯の読者は、対聯テキス
トに自分なりの解釈をあたえ、そして門画に具現化する。また、このユニットは 「観対聯」
などで、人々に鑑賞されて、豊かな意味が付与される。前に述べた通り、読者の素養は 「期
待の地平」の作用から、テキストの理解に影響する。文芸的教養のレベルが高く儒学が発
達していた剣川県の金華鎮にあっては、鑑賞力がある読者層が常に相当程度存在した。こ
のことは対聯、対聯と門画が広く行き渡って、持続する可能性を備えるに至った所以であ
るとし、える。
まとめ
対聯は中国の伝統的文芸ジャンルとして、生まれてから一千年以上にわたって伝えられ
てきた。実用性に富む対聯は我々の生活で広く行われる。近年以来、外来文化の衝撃を受
け、対聯は民衆の興味が減退する趨勢が見られるが、中国の西南辺境に位置する雲南省大
理白族自治州の剣川県では、対聯は5齢、生命力をもってなお盛んに行われ、更に地元の文
化と融合し、地域の特色ある対聯文化が形成されてきた。
春節の頃だけに対聯を貼るばかりではなく、対聯は剣川人の一生に終始伴っている。生
まれ出た時には、生育の祈願として対聯に祝福され、そして歳の祝いには寿聯を贈られる。
結婚する時にも、喜聯は必要である。亡くなった後には、遺族が挽聯を貼り出し、更に墓
にも墓聯を彫刻してもらう。対聯は剣川人の生涯の折り目節目に不可欠なものであり、習
俗として深く定着している。貧Jj川県の県政府所在地である金華鎮では、春聯、挽聯、 喜聯、
伝家対聯、墓聯は地元の白族の民俗と融合し、貧lj川に特有の対聯文化を作り上げている。
また、漢文化の受容性が強し、金華鎮の人々は、対聯から派生した二次的な創作として、
金華鎮特有の門神画を生みだした。対聯を受容した副産物としての特別な門神画は対聯と
組み合わされて、 春節に家々の大門に掲げられ、金華鎮に特有の対聯現象となる。春節に
現地で行われる「観対聯」活動は、対聯、対聯と門画の複合的なユニッ トを人々 が三々玉々
鑑賞して、対聯文芸活動の盛り上がりを促した。
本論文は、剣川県金華鎮での多様な対聯文化状況を、現地調査の結果をもとに報告記述
した。また、金華鎮に特有の対聯現象一対聯が門神画と組み合わされる事象を紹介するな
かから、受容美学の基本理論で作者と作品と読者の関係を考察し、金華鎮特有の対聯現象
の探究をめざした。
剣川の対聯文化は研究に値するものがたくさんある。白族は民族語である白語で制作す
る白語対聯は非常に興味深いものだが、本論文では対聯と門画の関係を中心として紹介し
たため、白語対聯には触れることができなかった。今後の研究を期したい。
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中国の広大な土地で、 56の民族が 22の省、 5の自治区や4の直轄市で暮らしている。対
聯は一千年にわたり中国の隅々で人々の暮らしの景色の中にその姿を見せてきた。もし、
中国の他のそれぞれの地域で、ここでの金華鎮の事例にみるような、それぞれの特殊性を
おびた対聯文化の様相が、あらためて探求されるならば、興味深く多様性に富んだ結果が
開示されることだろう。これらの結果を金華鎮の事例と対照すると、各地域の間での対聯
文化の相違がみえてくるだろう。そしてさらに進んで、中国全体の対聯文化の特徴が改め
て捉え直されることになる。それはひろく中国文学全体の研究にも有益な知見として反映
されうるものだろう。中国の対聯文化は人々によって蓄積されてきた貴重な宝である。こ
れまでの研究の不足から、我々が知っているのはまだ対聯文化の氷山の一角でしかないの
かもしれない。これから我々が採掘できる対聯の宝はなお無尽蔵であることを信ずる。
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先行研究：
対聯は「櫨聯」、あるいは「対子」ともよばれ、二句で一組の文句を、門の両側や家屋
の内壁外壁などに書いたり、紙に書いて貼ったりしたものである。二句は、同一字数で、
相対する漢字の内容、文法、音韻などみな相応し、美しく整っていなければならない。対
聯は中国の伝統的な文学形式であるが、現代でも広く行われている。唐詩・宋詞などに比
して、格式がそれほど厳密で、ないので、大衆化が進んだ。対聯は家ごとに異なり、場合に
よっては状況に応じる対聯を貼り付ける。対聯を貼ることは中国の伝統的風俗となってい
る。対聯は生まれて以来、千年以上にわたり伝えられてきた。日常生活に、対聯の姿はい
つも見られる。春節に「春聯」を貼り、結婚式で「喜聯」を貼り、亡くなった人の追悼会
で「挽聯」を貼り、景勝地で「勝跡聯」が掲げられる。対聯の種類は多く、目的・掲示す
る場所・時間・表現技法などによって色々な分類方法があるが、使用する目的により、「春
聯J － 「喜聯」 ・「寿聯」 ・ 「挽聯」 ・「勝跡聯」と分けるのが一般的である。
人々の日常生活のなかでも対聯に関する書物は多く見かける。町の本屋に寄れば、『実
用対聯00副』『00古今対聯選』『中国対聯鑑賞』など、実用的な対聯集や対聯鑑賞を
内容とする本がいつでも書棚に並んでいる。また、ちょっとした旅行の折など、車中の時
間潰しに駅のニューススタンドで手に取る 『対聯・民間対聯故事』誌など、故事類の雑誌
は、旅行者にも見慣れたものである。対聯に関する実用的、読み物的な書物は少なくない
が、それに比して学術的な研究は、決して多いとはいえない状況が続いている。
清の道光年間に至って、対聯専門書の嘱矢をなす梁章鉦1の『極聯叢話』が刊行され、
後世の対聯研究に深い影響を与えた。 『極聯叢話』は、後人の所謂「聯話Jの形式で、対
聯故事や作者の逸話を述べ、対聯作品の優劣を評論し、聯話の研究の端緒を開いた。この
形式はその後の対聯研究において、主流をなすスタイルとなり、新中国成立前後の時期ま
で続いた。 1948年、 『論語』誌に発表された陳子展2の「談到聯語文皐」は、それまでの
研究スタイルと違って、現代的方法で対聯を研究し、対聯研究の新たな局面を打開するも
のとなった。この論文は、 「聯語と文学」、 「聯語の起源と発展」、 「対聯の作り方」の
三つの部分からなる。 1949年以降の対聯研究は、陳子展の論文中の三つの軸を中心とし
て進められた。 3八0年代になり、改革開放期を迎えた中国で、対聯文化の「復興」にむ
けた様々な動きが広がった。対聯の研究と普及をめざす組織として中国極聯学会が 1984
年に北京で設立され、『対聯』誌、『中国櫨聯報』など対聯の定期刊行物が続々創刊した。
北京大学の谷向陽教授をはじめとする対聯研究者たちは、様々な対聯に関する著作を世に
問い、対聯研究を推進した。しかし、研究の方法・内容においては、革新的な方向性はな
かなか見られないのが実情であった。そんななかで、 2011年に刊行された楊大方『対聯
論一文化語言学視野下的研究』は、対聯を語言文化的事象として捉え、新たな学術の潮流
のなかで対聯研究の展開を目指している。それは対聯研究に新たな角度を提供したといえ
る。しかし、記号学・人類学・民俗学・受容美学などの現代的な諸科学との聞に、横断的
l梁章鎧（1775・1849）：字は間中、直林、号は直隣、福建省福州の出身、晩年は大量の詩文を創作した。
特に対聯の創作や研究に顕著な成果がある。代表作品は『樋聯叢話』など。
2陳子展.( 1898 1990）中国の文学史家、雑文家。原名は柄望。復旦大学中文学部の主任を担当した。
代表作は《楚辞解題》 《唐宋文学史》など。
3楊大方《対聯論文化語言学視野下的研究》中央民族大学出版社，2011,p.12
な成果を生むような対聯研究の著作は、依然乏しい状況にあることに変わりない。対聯研
究に埋められるべき空白はなお多いというべきであろう。
論文要旨：
対聯は漢文化の結晶であるが、漢族に特有のものではない。中国の 55の少数民族の内、
多くの少数民族は対聯を好む。白族はその代表であろう。かつてより、成都の武侯嗣の「能
攻心」聯の著者の越、藩を代表とする白族の対聯作家を輩出した。白族は漢文化の受容性が
高い民族として、伝統的対聯文化を吸収し、自らの特色に富む対聯文化を形成してきた。
特に、雲南省の大理白族自治州の貧lj川県は、中国で白族の人口比率が最も高い地方であり、
白族の対聯文化が十分に花開いた地である。
また、発生的にみて対聯と門神画は同源であるが、時代の発展につれて、両者は分離し
てそれぞれの発展を遂げた。この両者を一体としてとらえ総合的に研究されることは従来
あまりなかった。しかし、白族地区の剣川県金華鎮では、対聯と門神画は密接な関係を持
ち、多くは複合的なユニットとして掲げられる。この対聯と門神画の組合せはお互いにど
ういう関係を持つのだろうか。この現象の内で、作者と作品と読者との聞をどのようなコ
ミュニケーションの回路が張りめぐられているのか、更にこの現象を生ずる原因としてど
のようなことが考えられるのか。
中国のなかでの地域的な差異に着目 した対聯の研究は、これまで目立った成果を上げて
こなかったが、本論文は剣川県の県政府所在地である金華鎮を対象地域として、白族地区
の多種の対聯の状況を、現地調査の結果を基本に据えて記述する。また、金華鎮に特異的
にみられる、文字テキストと絵画の複合的な形態を取りあげるなかから、作者と作品と読
者の関係を考察し、金華鎮特有の対聯現象を解明しようと思う。
本論文は三章からなる。第一章の「雲南・剣川｜の対聯」では、対聯と雲南省の概況や貧lj
川の概況及び白族民居における対聯や門神画の意味を中心に紹介する。対聯の全国におけ
る概況、雲南省剣川県の特別な地理・人文環境の紹介の後、剣川県金華鎮の対聯の性格が
特別であることを定位する。その上で、対聯と門神画は記号として白族民居における役割
を図解で説明する。総合に見ると、第一章は第二章や第三章の展開に伏線を敷く。
第二章の「剣）｜の多彩な対聯文化」では、 「剣川対聯の状況」 「対聯擁」 「多彩な対聯
文化J三つの方面から剣）｜の対聯文化を紹介する。 「貧1J11対聯の状況」は、貧lj川県金華鎮
の西門街と西門外街を対象として、街路に向いた大門の対聯の状況を調査する。この調査
を通して金華鎮で対聯が応用される状況を示す。 「対聯擁」の部分では、金華鎮の対聯販
売者8人を取材し、対聯は社会の伝播において特徴を解明する。「多彩な対聯文化jでは、
剣川県金華鏡の特有の「観対聯」活動や、日常生活でよく応用される春聯・挽聯・喜聯・伝
家対聯・墓聯5種の対聯がどのように活用されるかという状況を実例で紹介する。第二章
を通して、剣川県金華鎮の対聯は生活においての定着や、伝播においての特徴や対聯は地
元の民俗と融合したり、活用されたりする状況が窺える。
第三章の「対聯と門神画の組み合わせ」は本論文の中心に位置づけられる章である。こ
の章では、発生的にみた対聯と門神画との関係を探求し、その上で金華鎮の特別の門神画
を紹介しつつ、金華鎮の対聯と特別の門神画との関係を実例で分析し解明する。また、両
者の関係を、受容美学の理論的枠組と視座で解明する。この章を通して、対聯から派生し
た二次的な創作としての金華鎮特有の門神画と対聯の関係や、この関係が生じる原因が窺
える。
本論文を通して、貧lj川県金華鏡を中心とする白族地区における対聯の受容状況や白族の
対聯文化の様態が窺えると思う。
2 
論文の不足：本論文はたくさんの不足が存在する。以下の点を改善すべきであると痛感す
る。叔父の川野明正が修士論文に修正・加筆の作業を十年間に渉り継続し、『神像呪符（甲
馬子〉集成一中国雲南省漢族 ・白族民間信仰誌』 （東方出版、 2005年）を上梓している
が、この例にイ放いたいものである。
①まとめが不十分である。第三章の末尾では、章ごとに対するまとめが足りず、唐突に終
わる印象がある。それは私が論文の書き方に問題がある為であると思う。
②論文の構造について、全体的な把握がなお不足である。材料を巡る論述は相応しい居場
所が論文で見つからず、削除せざるを得なかった論述もある。
③私の不注意で、誤字や別字が存在する。今後に、真面白に論文を書くことを注意しよう
と思う。修整に完壁を期したい。 （正誤表を参照する）
④本論文では対聯と門画の関係を中心として紹介したため、白語対聯（白族は民族語であ
る白語で制作する対聯）には触れることができなかった。今後の研究を期したい。
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正誤表
L 目録、第二章貧lj川の多彩な対聯文化やp14の8行目
（誤） 1 2西門外と西門外街の対聯について
（正） 1-2西門街と西門外街の対聯について
（誤） 2-3セットとされる対聯と門画
（正） 2-3複合的なユニットとされる対聯と門画
2. p52、まとめ、
（誤）56の民族が 22の省、 5の自治区や4の直轄市で
（正）56の民族が23の省、 5の自治区や4の直轄市、 2の特別行政区で
3. pl4、下から 4行目
（誤）体表性
（正）代表性
4. p 14、表 l、西門外街の挽聯について
（誤）
調査項目 ＼ 街路
挽聯 ： 白
黄
縁
（正）
調査項目 ＼ 街路
挽聯： 白
緑
黄
5. p 20、9行二目
（誤）注 58
（正）58
6. p 22、脚注
西門街
2 
2 
西門街
2 
1 
2 
西門外街。
3 。
西門外街。
1 
2 
（誤） 61張文j勃（主編）《創川昼志》雲南民族出版社，1999,p. 1012 
（正） 61張文溺 （主編）《剣川県志》雲南民族出版社，1999,p. 1012 
7. p 26、17q子目
（誤）張文勃
（正）張文激
8. p 33、22行目
（誤）対
（正）対聯
9. p 33、10行目や下から 3行自
（誤）画
（正）画帖
10. p 33、下から 4行目
（誤）字
（正）字帖
11. p37、24-25行目
（誤）西門街66号の隣家・西門街66号の隣の隣
（正）西門街66号の西隣・西門街 67号の東隣
12. p 37、下から2行目
（誤）二年から三年目は黄紙、緑紙と順に変える。
（正）二年から三年目は緑紙、黄紙と順に変える。
13. p 39、表4
（誤）西門外街6号黄色
（正）西門外街6号緑色
14. P 40、13行－14行目
（誤）西門街68号（服喪の二年目の黄色の対聯）の字句は、西門外街 13号の隣の家（服喪
の二年目の黄色の対聯）や西門外街4号（服喪の三年目の緑の対聯）と同じである。
（正）西門街68号 （服喪の三年目の黄色の対聯） の字句は、西門外街 13号の東隣の家（服
喪の三年目の黄色の対聯）や西門外街4号（服喪の二年目の緑の対聯）と同じである。
15. p 21、25千子目
（誤）も
（正）も（削除）
16. p 42、16行目
（誤）を
（正）を（削除）
17. p 42、17行目
（誤）西門外街 13号の隣家
（正）西門外街 13号の東隣
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